
 
 

 
 
 
 

実態調査編 
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第１章  調査の概要 
 

1． 調査の目的 
 

IoT・ビッグデータ・AI 等の技術革新が、産業、ひいては雇用・労働にどのよ

うな影響を与えるかを調査・分析し、事前にどのような対応が必要かを検討す

ることを目的に、本調査を行った。 
 

 

2． 調査の対象（範囲）、実施方法 
 

(1) 調査対象（範囲）について 

IoT･ビッグデータ･AI 等が雇用・労働に与える影響は広範に渡ると予想され、検討範囲も広

いことから、検討に先立ち以下の様な絞り込みを行った。 

 

・ 技術の範囲は、IoT、ビッグデータ、AI とする。 

・ 議論の対象とする時期・時点は、汎用 AI が登場するとされる 2030 年と、それま

での今後約 15 年間とする。 

・ 従来の技術革新との違い、技術の特性がどうかについては、ここでは議論しない。

それが我が国の経済社会、産業構造や雇用構造、労働市場、会社組織、仕事の仕

方にどのような変化を及ぼす可能性があるかについても、ここでは他での議論を

参考に大きく議論することとした。 

・ このような議論をした上で、本研究会としては、中長期の方向性を踏まえながら

これから 15 年後くらいをみたときに、これまでの技術革新とは違う影響があると

考えられる場合、2030 年の雇用の安定を図るにはどのようなことに留意しないと

いけないか、国・企業・個人はどうしていくべきかについて、特に以下の点に絞

り、研究会としてのメッセージを発信することとしたい。 

・ 第一に、2030 年にもまだ現役である現在 40 歳くらいの人たちが 15 年後も職を得

て活躍できるためにはどうすべきか。第二に、15 年後に働き始めることになる現

在 7～11 歳くらいの人たちが職を得るにはどうすべきか。国、企業、学生（学校）

に対するメッセージをとりまとめることとする。 

・ 議論の対象とする人材の範囲は、不足が指摘されるデータサイエンティスト・ア

ナリスト等も排除しないが、ボリュームゾーン（中間層）をメインとする。 

・ なお、雇用への影響については、人から AI への代替よりもむしろシェアリングエ

コノミーへの移行のほうが大きく、そこでは雇われない働き方が増大するとの意

見もあるが、本年度調査では企業の雇用者を念頭に検討することとした。  
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(2) 実施方法 

 

本事業は、①有識者研究会、②アンケート調査、③インタビュー調査、④報告書の作成

から成る。 

 事業内容のフロー図 

 
 

① 有識者研究会 

有識者 5 名からなる研究会を設置し、年度内に 5 回開催し、調査の方法や結果分析につ

いて意見・アドバイスを頂き、報告書について分析・とりまとめを行った。 

 

有識者研究会の開催経緯 

第 1 回  
（7/26） 

・事業目的、内容について 
・調査計画、調査方法の検討 
・先行研究 
・意見交換 

第 2 回  
（9/1） 

・問題提起 
安宅和人 ヤフー株式会社 チーフストラテジーオフィサー 
松田一敬 合同会社 SARR 代表執行社員 

・意見交換 

第 3 回  
（12/14） 

・インタビュー調査中間報告 
・アンケート調査について（調査票の検討） 
・意見交換 

第 4 回  
（1/24） 

・インタビュー調査中間報告 
・アンケート調査中間報告 
・意見交換 

第 5 回  
（3/3） 

・報告書骨子案の検討 
・研究会メッセージの検討 

（２） アンケート調査

（３） インタビュー調査

（４）報 告 書 の 作 成

※

調
査
計
画
、
結
果
分
析
、
報
告
書

の
検
討
・
と
り
ま
と
め ※調査結果と研究会での検討を

踏まえて、報告書をとりまとめる。

※回答事業者等から、
インタビュー調査先を選定

調査結果の分析・検討

（
１
）
有
識
者
研
究
会
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「平成 28 年度 IoT・ビッグデータ・AI 等が雇用・労働に与える影響に関する研究会」 

【委員】（五十音順、敬称略、◎印：座長）    ※肩書は2017年3月末時点のもの 

阿部 正浩 中央大学 経済学部 教授 

大内 伸哉 神戸大学 大学院法学研究科 教授 

◎佐藤 博樹 中央大学大学院 戦略経営研究科 教授 

座間 康  富士フイルム株式会社 人事部長  兼  

富士フイルムホールディングス株式会社 人事部 グループ長 

松浦 民恵 ニッセイ基礎研究所 生活研究部 主任研究員 

松田 一敬 合同会社SARR 代表執行社員 

 

【事務局】 

厚生労働省 職業安定局 雇用政策課 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング 経済政策部 

平田  薫  主任研究員 

吉本 陽子 主席研究員 

横山 重宏 上席主任研究員 

 

② 文献調査 

研究会における意見交換に資することを目的に、IoT・ビッグデータ・AI 等と従来の技術

革新との違い、我が国の経済社会、産業構造や雇用構造、労働市場、会社組織、仕事の仕

方にどのような変化を及ぼす可能性があると言われているかについて、既存の議論等を整

理した。 

 

③ 企業アンケート調査 

IoT・ビッグデータ・AI の導入状況および意向、それらが自社の雇用（雇用量・構成）や

働き方に及ぼす影響（これまで・今後）について調査する。また、いま 40 歳くらいの人の

15 年後および 15 年後の採用についての考え等を調査した。 

 

④ 企業インタビュー調査 

IoT・ビッグデータ・AI を導入している企業や影響が大きいと思われる分野の企業等 20

カ所に対して、企業インタビュー調査を行った。 

 

⑤ 報告書の作成 

アンケート調査及びインタビュー調査で得られた結果を踏まえ、有識者研究会で議論を

行い、報告書をとりまとめた。 
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3． 残された課題 
 
本事業は、IoT・ビッグデータ・AI 等の技術革新が、産業、ひいては雇用・労働にど

のような影響を与え、事前にどのような対応が必要かについて検討することを目的に、

幅広い産業分野の企業に対してアンケート調査およびインタビュー調査を行い、IoT･

ビッグデータ･AI 等の活用状況や足下で起きつつある雇用・労働への影響を把握すると

ともに、汎用 AI が登場するとされる 2030 年までを見通した雇用・労働への影響やその

対応についての企業の考え等を聴取し、それらをもとに有識者研究会で分析・検討を行

った。本報告書は調査結果を公表するとともに、調査結果を踏まえた、2030 年に向け

て個人・企業・国が行うべきことについての研究会としてのメッセージを記載している。 

本報告書が、IoT・ビッグデータ・AI 等の技術革新の進展・普及への対応を検討する

上での参考になれば幸いである。 

 

なお、本年度事業では、国の役割についての議論は十分に行うことができなかった。

また、新たに必要となる能力開発を促進するための具体的な方策や、AI 等の影響を受

ける層を念頭に置いた円滑な労働移動の仕組み、これらを実現する上で必要な法制度の

整備等についての検討も課題である。さらに、本年度事業では検討の対象としなかった

下記についても、今後把握・検討していくことが必要である。 

・AI 等の技術革新を活用したシェアリングエコノミー等の新たなサービスが、雇

用・労働のあり方、働き方のあり方、個人のスキルアップのあり方などに与える

影響の把握。 

・AI 等の技術革新による働き方の変化（雇われない働き方、兼業・副業等）や、

それに伴う法制度やセーフティーネットのあり方などについての検討。 
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第２章  アンケート調査 
 

1． 調査の概要 
 

(1) 調査の目的、内容 

IoT・ビッグデータ・AI 等の技術革新が、産業、ひいては雇用・労働にどのような影響を

与えるかを調査・分析し、事前にどのような対応が必要かを検討することを目的とする。 

 

(2) 調査方法等 

① 調査対象 

 全国の民間企業（公務を除く） 

 ※大手企業によるデータベースから従業員数上位 10,000 社を抽出した。 

 ※実際の回答者は「経営企画担当部門の責任者」。 

 

② 調査方法 

 郵送調査 

 

③ 発送数・回収数 

 発送数：10,000 

 回収数：1,377   

有効回収数：1,375 

 有効回収率：13.8％ 

 

④ 実施期間 

 平成 29 年 1 月 7 日（土）～2 月 13 日（月） , 

 

(3) 調査項目 

Ⅰ．回答企業の属性 

・業種、規模、創業年、本社所在地 

・部門別の従業員数・総実労働時間の変化（5 年前との比較） 
 

Ⅱ．IoT・AI 等の導入・利用状況 

 ・AI 等の企業経営への影響（ここ 3 年、5～10 年後） 

・過去の技術革新との違い 

・雇用・労働に与える影響についての意見に対してどう思うか 

・進展・普及を見据えた対応（対策）を講じているか 
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・AI 等の活用状況（全体、部門別） 

＜以下、活用企業・活用希望企業＞ 

・AI 等を活用する目的（全体、部門別） 

・業務量の増減（部門別） 

・既存従業員の担当業務の全部代替か、部分代替、新規創出か（部門別） 

・雇用量の増減（全体） 

・仕事が減少する従業員への再教育は必要か 

・労働時間が短縮しワークライフバランスが向上するか 

・AI 等の導入・活用を担う人材が既にいるか、過不足状況はどうか 
 

Ⅲ．2030 年に向けた変化や取り組みの方向性について 

・2030 年にも残っている事業の割合 

・人事労務施策の方向性 

・大卒ホワイトカラーの働き方 

・全部代替・部分代替・影響なしの割合（大卒ホワイトカラー） 

・現在 40 歳前後の人が活躍し続けるために必要な取り組み（大卒ホワイトカラー） 

・新卒が仕事を得て活躍するために必要な取り組み（2030 年の新卒） 
 
＜以下、全企業＞ 

・雇用の維持・拡大、人材活躍に向けて取り組もうと思っていること（自由記述） 

・国・政府への要望（自由記述） 

・回答者情報 
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2． 調査結果の概要
 
Ⅰ．貴社の概要について
 
○Q1 

「東京都

る。 
 

 

○Q2 

「昭和

（14.0
 

合計
1356
100.0

富山県
13
1.0

島根県
3

0.2

調査結果の概要

Ⅰ．貴社の概要について

Q1 本社所在地

「東京都（34.4

 

Q2 創業年 

「昭和 23 年(1948

14.0%）」、「昭和

北海道 青森県
1356 40
100.0 2.9 0.6

富山県 石川県 福井県
13 18
1.0 1.3 0.4

島根県 岡山県 広島県
3 20 22

0.2 1.5 1.6

調査結果の概要 
Ⅰ．貴社の概要について 

本社所在地 

34.4%）」の割合が最も高く

(1948 年)以前（

）」、「昭和 44～53 年

青森県 岩手県 宮城県
8 5 23

0.6 0.4 1.7
福井県 山梨県 長野県

6 4 13
0.4 0.3 1.0

広島県 山口県 徳島県
22 8 5
1.6 0.6 0.4

」の割合が最も高く

図表 21

以前（29.6%）」の割合が最も高く、「昭和

年(1969～78 年

図表 

宮城県 秋田県 山形県
23 6 9
1.7 0.4 0.7

長野県 岐阜県 静岡県
13 18 32
1.0 1.3 2.4

徳島県 香川県 愛媛県
5 9 10

0.4 0.7 0.7

29 

」の割合が最も高く、「大阪府（

21 本社所在地

）」の割合が最も高く、「昭和

年)（12.8%）」が

 22 創業年（

山形県 福島県 茨城県
9 11 17

0.7 0.8 1.3
静岡県 愛知県 三重県

32 108 11
2.4 8.0 0.8

愛媛県 高知県 福岡県
10 4 43
0.7 0.3 3.2

「大阪府（9.7%）」、「愛知県（

本社所在地（Q1） 

）」の割合が最も高く、「昭和

）」が続いている

（Q2） 

栃木県 群馬県 埼玉県
13 16
1.0 1.2

滋賀県 京都府 大阪府
7 21

0.5 1.5
佐賀県 長崎県 熊本県

6 3
0.4 0.2

）」、「愛知県（8.0

）」の割合が最も高く、「昭和 24～33

続いている。 

埼玉県 千葉県 東京都
30 21
2.2 1.5

大阪府 兵庫県 奈良県
131 40
9.7 2.9

熊本県 大分県 宮崎県
16 9
1.2 0.7

8.0%）」が続いてい

33 年(1949～58

東京都 神奈川県
467 67
34.4 4.9

奈良県 和歌山県
4 2

0.3 0.1
宮崎県 鹿児島県

6 8
0.4 0.6

続いてい

 

58 年)

 

新潟県
16
1.2

鳥取県
0

0.0
沖縄県

7
0.5

29



 

○Q3 

「製造業

業（9.1

○Q4 

「301

（22.1
 

合計

金融
業､保
険業

Q3 業種 

「製造業(機械関連

9.1%）」が続いている

Q4 本社･支社を合わせた従業員数

301～500 人（

22.1%）」が続いている

合計
農業､林
業､漁業

1356
100.0 0.1

金融
業､保
険業

不動産
業､物品
賃貸業

35 28
2.6 2.1

機械関連) （15.6

続いている。

本社･支社を合わせた従業員数

人（31.4%）」の割合が最も高く、「

続いている。 

図表 24

農業､林
業､漁業

鉱業､採
石業､砂
利採取
業

建設業

2 1
0.1 0.1

不動産
業､物品
賃貸業

飲食業 宿泊業

28 11
2.1 0.8

15.6%）」の割合が最も高く、「小売業（

。 
図表

（参考）業種（

本社･支社を合わせた従業員数 

）」の割合が最も高く、「

 

24 本社･支社を合わせた従業員数

建設業
製造業
(素材
関連)

製造業
(機械
関連)

98 117
7.2 8.6

宿泊業

医療･
福祉
(介護･社

会福祉

事業)

医療･
福祉
(介護･社

会福祉

事業以

外)

14 16
1.0 1.2

30 

）」の割合が最も高く、「小売業（

図表 23 業種（

（参考）業種（6

）」の割合が最も高く、「501

本社･支社を合わせた従業員数

製造業
(機械
関連)

製造業
(消費
関連)

電気･
ｶﾞｽ･熱
供給･
水道業

211 101
15.6 7.4

医療･
福祉
(介護･社

会福祉

事業以

外)

教育､
学習支
援業

学術研
究､専
門･技
術ｻｰ
ﾋﾞｽ業

9 10
0.7 0.7

）」の割合が最も高く、「小売業（

（Q3） 

6 区分） 

501～1,000 人（

本社･支社を合わせた従業員数

電気･
ｶﾞｽ･熱
供給･
水道業

情報通
信業

12 79
0.9 5.8

学術研
究､専
門･技
術ｻｰ
ﾋﾞｽ業

生活関
連ｻｰ
ﾋﾞｽ業､
娯楽業

31 31
2.3 2.3

）」の割合が最も高く、「小売業（10.0%）」、「その他

人（29.9%）」、「

本社･支社を合わせた従業員数（Q4） 

運輸業 郵便業

119 0
8.8 0.0

複合
ｻｰﾋﾞｽ
事業
(郵便局､

協同組

合)

その他
ｻｰﾋﾞｽ
業

0 124
0.0 9.1

）」、「その他サービス

 

）」、「1,001～3,000

 

郵便業 卸売業 小売業

0 84 136
0.0 6.2 10.0

その他 上記以
外の業
種

124 87
9.1 6.4

サービス

 

000 人

 

小売業

136
10.0
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○Q5(1)  5 年前と比べた変化：5 年前も現在もある部門 

「総務部門（97.4%）」の割合が最も高く、「営業部門（86.1%）」、「人事部門（82.2%）」が

続いている。 

 
図表 25 5 年前と比べた変化：5年前も現在もある部門（Q5(1)）（MA） 

 
 

 

70.3%

82.2%

97.4%

86.1%

38.6%

54.0%

57.4%

53.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

経営企画部門

人事部門

総務部門

営業部門

販売部門

開発部門

調達･仕入部門

生産部門

(n=1356)
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○Q5(2)  5 年前と比べた変化：従業員数 

 （全体および(1)で「あり」とした部門について回答。） 

全体（部門計）では、「増加（53.3％）」とする割合が最も高く、「変わらない（26.7％）」、

「減少（20.0％）」が続いている。 

部門別でみると、「増加」とする割合が高い部門は、生産部門、開発部門、営業部門など

であり、これらは「増加」のほうが「変わらない」を上回っている。なお、生産部門は、「減

少（24.3％）」とする割合も他の部門に比べて高くなっている。 
 

図表 26 5 年前と比べた変化：従業員数（Q5(2)） 

 
（業種別） 

・「増加」とする割合が他の業種に比べて比較的高いのは、情報通信業（70.0％）。「減少」

とする割合が比較的高いのは、運輸業（26.9％）、製造業（23.7％）。 
 
（規模別） 

・300 人以下の企業では、全体について「増加」とする割合が他の規模に比べて顕著に低い

（36.6％）。 

53.3%

24.9%

29.5%

28.3%

45.1%

40.4%

47.4%

27.4%

48.5%

26.7%

62.0%

58.3%

56.5%

40.1%

43.8%

39.2%

60.2%

27.2%

20.0%

13.2%

12.2%

15.2%

14.8%

15.8%

13.4%

12.5%

24.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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経営企画部門

人事部門

総務部門

営業部門

販売部門

開発部門

調達･仕入部門

生産部門

(n
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2
5)

(n
=9
2
0)

(n
=1
0
83
)

(n
=1
2
84
)

(n
=1
1
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)

(n
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9
3)

(n
=7
1
1)
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=7
5
3)

(n
=7
0
9)

増加 変わらない 減少
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○Q5(3) 5 年前と比べた変化：総実労働時間 

 （全体および(1)で「あり」とした部門について回答。） 

全体（部門計）では、「変わらない（43.2％）」の割合が最も高く、「増加（33.7％）」、「減

少（23.1％）」が続いている。 

部門別でみると、「増加」とする割合が高い部門は、生産部門、開発部門、営業部門など

である（「(2)従業員数」と同じ）。製造部門では、「増加」とする割合が最も高いが、他は「変

わらない」とする割合のほうが高い。なお、生産部門は、「減少（22.8％）」とする割合も他

の部門に比べて高くなっている。 
  

図表 27 5 年前と比べた変化：総実労働時間（Q5(3)） 

 

33.7%

20.6%

24.9%

23.3%

31.7%

26.3%

33.5%

23.0%

39.5%

43.2%

63.4%

60.1%

61.2%

52.3%

54.2%

51.7%

61.9%

37.7%

23.1%

16.0%

15.0%

15.5%

16.0%

19.6%

14.7%

15.0%

22.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

経営企画部門

人事部門
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営業部門

販売部門
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)
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2
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)
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)
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1)

(n
=6
8
6)

(n
=7
2
5)

(n
=6
8
9)

増加 変わらない 減少
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Ⅱ． IoT・ビッグデータ・AI の導入・利用について 

 

○Q6 IoT やビッグデータ､AI の進展･普及が及ぼす影響 

「ここ 3 年」については、「どちらともいえない（33.5％）」とする割合が最も高く、「プ

ラスの影響（28.3％）」、「特に影響はない（24.5％）」が続いている。 

「5～10 年後」については、「プラスの影響（41.7％）」とする割合が最も高く、「どちら

ともえいえない（21.7％）」、「わからない（16.9％）」が続いている。 

「ここ 3 年」と「5～10 年後」を比べると、「プラスの影響」「大きなプラスの影響」とす

る割合が高まり、「特に影響はない」「どちらともいえない」とする割合が低下している。 

 
図表 28  IoT やビッグデータ､AI の進展･普及が及ぼす影響（Q6） 

 
 

（業種別） 

・「ここ 3 年」について、「プラスの影響」ないし「大きなプラスの影響」とする割合は、

情報通信業が他の業種に比べて顕著に高い（各 46.8％、7.6％）。 

・「5～10 年後」についても、情報通信業で「プラスの影響」ないし「大きなプラスの影響」

とする割合が他の業種に比べて高い（各 54.4％、15.2％）。運輸業については「わからな

い」とする割合が比較的高くなっている（22.7％）。 

 

（規模別） 

・「ここ 3 年」について、「プラスの影響」ないし「大きなプラスの影響」とする割合は、

概して規模の大きい企業ほど高い。 

・「5～10 年後」についても、プラスの影響」ないし「大きなプラスの影響」とする割合は、

概して規模の大きい企業ほど高くなっている。 
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28.3%

41.7%
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0.7%
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24.5%
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=1
3
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大きなﾌﾟﾗｽの影響 ﾌﾟﾗｽの影響 どちらともいえない ﾏｲﾅｽの影響

大きなﾏｲﾅｽの影響 特に影響はない わからない
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図表 29  IoT やビッグデータ､AI の進展･普及が及ぼす影響：ここ 3年（業種別）（Q6） 

 
 

図表 30  IoT やビッグデータ､AI の進展･普及が及ぼす影響：5～10 年後（業種別）（Q6） 
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25.1%

46.8%

24.4%

28.6%
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図表 31  IoT やビッグデータ､AI の進展･普及が及ぼす影響：ここ 3年（規模別）（Q6） 

 
 

図表 32  IoT やビッグデータ､AI の進展･普及が及ぼす影響：5～10 年後（規模別）（Q6） 
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○Q7 最近の技術革新が雇用にもたらす影響（ロボットの導入、ME 化・情報化の技術革新

との違い） 

「影響を受ける雇用の範囲(職種)が格段に広い（31.1%）」の割合が最も高く、「影響を受

ける雇用の範囲が格段に広く､知的労働にまで及ぶ（30.7%）」、「影響を受ける雇用の範囲(産

業)が格段に広い（26.2%）」が続いている。 
 

図表 33 最近の技術革新が雇用にもたらす影響（ロボットの導入、ME 化・情報化 

の技術革新との違い）（Q7）（MA） 

 
 
（業種別） 

・上記の項目は、特に情報通信業において、他の業種に比べて顕著に割合が高くなってい

る。 
 
（規模別） 

・3,001 人以上の企業で、「影響を受ける雇用の範囲(職種)が格段に広い」、「影響を受ける雇

用の範囲が格段に広く､知的労働にまで及ぶ」とする割合が、他の規模に比べて高くなっ

ている（各 42.6％、47.1%）。また、300 人以下では「よくわからない（24.7％）」の割合

が他の規模に比べて高い。 

19.0%

11.6%

26.2%

31.1%

17.5%

30.7%

16.9%

1.6%

17.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

基本的に同じだと思う

雇用の量が格段に大きい

雇用の範囲(産業)が格段に広い

雇用の範囲(職種)が格段に広い

雇用の範囲が格段に広く､熟練まで影響が及ぶ

雇用の範囲が格段に広く､知的労働にまで及ぶ

企業内再配置や再教育､世代交代では追いつかない

その他の理由で違う

よくわからない

(n=1358)
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○Q8 IoT・ビッグデータ・AI の進展・普及が雇用・労働に与える影響 

「経理、給与管理等の人事部門、データ入力係等のバックオフィスのホワイトカラーの

仕事が減少する」については、「当てはまる」とする割合が「当てはまらない」を大きく上

回り、「減少する」と考える企業の割合のほうが高くなっている。 

一方、「人が直接対応することが質・価値の向上につながるサービスに係る仕事が増加す

る」については、「当てはまる」とする割合が「当てはまらない」を大きく上回り、「増加

する」と考える企業の割合のほうが高くなっている。また、「顧客ニーズの把握や商品･サ

ービスとのマッチングが AI やビッグデータで効率化･自動化され､関係する営業･販売の仕

事が減少する」についても、「当てはまらない」とする割合が「当てはまる」を大きく上回

り、「増加する」と考える企業の割合のほうが高い。 

 
図表 34  IoT・ビッグデータ・AI の進展・普及が雇用・労働に与える影響（Q8） 

 
（業種別） 

・卸小売業において、「関係する営業・販売の仕事が減少する」について「当てはまる」と

する割合 40.8％が顕著に高い（全体よりも 10％ポイント以上高い）。 

・情報通信業と卸小売業において、「高度な提案が求められる営業・販売の仕事が増加する」

について「当てはまる」とする割合（各 50.6％、46.6％）が顕著に高い。 

 

（規模別） 

・「バックオフィスのホワイトカラーの仕事が減少する」について「当てはまる」とする割

合は、規模が大きいほど高くなっている。 
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経理、給与管理等の人事部門、データ入力係等の

バックオフィスのホワイトカラーの仕事が減少する

IoTを駆使したサプライチェーンの自動化・効率化

により、調達に係る仕事が減少する

顧客ニーズの把握や商品･サービスとのマッチングが

AIやビッグデータで効率化･自動化され､

関係する営業･販売の仕事が減少する

コンサルティング等を通じ、個々の顧客に合わせた

高度な提案が求められる

営業･販売の仕事が増加する

人が直接対応することが質・価値の向上につながる
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図表 35 IoT・ビッグデータ・AI の進展・普及が雇用・労働に与える影響： 

関係する営業･販売の仕事が減少する（業種別）（Q8） 

 
図表 36 IoT・ビッグデータ・AI の進展・普及が雇用・労働に与える影響： 

高度な提案が求められる営業･販売の仕事が増加する（業種別）（Q8） 
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図表 37 IoT・ビッグデータ・AI の進展・普及が雇用・労働に与える影響 

：バックオフィスのホワイトカラーの仕事が減少する（規模別）（Q8） 

 

39.5%

51.0%

52.4%

62.2%

71.1%

38.4%

32.3%

27.2%

24.1%

14.8%

22.1%

16.7%

20.4%

13.6%

14.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

300人以下

301～500人

501～1000人

1001～3000人

3001人以上

(n
=8
6
)

(n
=
41
8)

(n
=
39
7
)

(n
=2
9
4)

(n
=1
3
5
)

当てはまる 当てはまらない わからない

40



41 
 

○Q9 IoT やビッグデータ､AI の進展･普及を見据えての対応（対策） 

「まだ具体的な検討は行っていない（42.9%）」の割合が最も高く、「経営課題の 1 つとし

て検討している（26.7%）」、「既存事業の見直しの一環として検討している（18.8%）」、「新

規事業の一環として検討している（17.8％）」が続いている。 

複数回答であるうち、「現在、対応を検討中（15.6％）」のみに○を付けた企業と、「まだ

具体的な検討は行っていない（42.9%）」という企業を合わせると、58.5％の企業はまだ対応

（対策）を講じていないことになる。 
 

図表 38  IoT やビッグデータ､AI の進展･普及を見据えての対応（対策）（Q9）（MA） 

 
※本問で「まだ具体的な検討は行っていない」と回答した企業（582 社）は、Q25 へ 
進む。 

   

26.7%

18.8%

17.8%

7.4%

2.9%

4.9%

5.5%

1.5%

15.6%

42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

経営課題の1つとして検討している

既存事業の見直しの一環として検討している

新規事業の一環として検討している

組織体制の見直しを検討している

採用の見直しを検討している

人材育成の見直しを検討している

人事評価制度の見直しを検討している

その他

現在､対応を検討中

まだ具体的な検討は行っていない

(n=1357)
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図表 39  IoT やビッグデータ､AI の進展･普及を見据えての対応（対策）（業種別）（Q9）（MA）

（上位 5項目） 

 

  

29.2%

17.7%

15.3%

4.7%

18.6%

40.1%

36.7%

20.3%

58.2%

11.4%

10.1%

20.3%

15.8%

13.2%

3.5%

7.0%

14.0%

58.8%

28.0%

21.1%

16.5%

11.0%

14.2%

40.8%

20.4%

15.5%

17.6%

6.5%

17.6%

47.3%

30.1%

24.7%

17.4%

8.5%

13.1%

42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

経営課題の1つとして検討している

既存事業の見直しの一環として検討している

新規事業の一環として検討している

組織体制の見直しを検討している

現在､対応を検討中

まだ具体的な検討は行っていない

(n=424) 製造業 (n=79) 情報通信業 (n=114) 運輸業

(n=218) 卸小売業 (n=245) サービス業 (n=259) その他
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図表 40  IoT やビッグデータ､AI の進展･普及を見据えての対応（対策）（規模別）（Q9）（MA）

（上位 5項目） 

 

10.7%

4.8%

9.5%

4.8%

17.9%

59.5%

20.7%

14.5%

13.7%

7.7%

11.1%

50.4%

22.5%

17.2%

17.2%

5.6%

16.9%

45.5%

32.8%

26.6%

21.7%

6.9%

17.6%

34.1%

51.9%

30.4%

28.9%

12.6%

21.5%

21.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

経営課題の1つとして検討している

既存事業の見直しの一環として検討している

新規事業の一環として検討している

組織体制の見直しを検討している

現在､対応を検討中

まだ具体的な検討は行っていない

(n=84) 300人以下 (n=415) 301～500人 (n=396) 501～1000人

(n=290) 1001～3000人 (n=135) 3001人以上
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＜以下の設問は、Q9：IoT やビッグデータ､AI の進展･普及を見据えての対応(対策)について、

「まだ具体的な検討は行っていない」と回答した企業以外を対象としている。＞ 

 

○Q10 活用状況 

「インターネットやクラウド」については、77.7％の企業が「既に活用している」と回答

しているが、IoT、ビッグデータ、AI については「既に活用している」とする割合は 2 割以

下である。 

「既に活用している」とする割合は、IoT が 16.2％、ビッグデータが 16.4％、AI が 4.3％

である。 
 

図表 41 活用状況（Q10） 

 
※本問で、IoT、ビッグデータ、AI の全てについて、「活用するつもりはない」または「わ
からない」と回答した企業（62 社）は、Q25 へ進む。 

 
  

16.2%

16.4%

4.3%

77.7%

15.2%

19.7%

14.9%

9.3%

53.8%

50.4%

59.4%

11.2%

1.3%

1.8%

3.1%

0.4%

13.5%

11.6%

18.2%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

IoT

ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ

AI

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄやｸﾗｳﾄﾞ

(n
=7
6
4)

(n
=7
6
6)

(n
=7
6
4)

(n
=7
6
2)

既に活用している 活用する計画･予定がある 将来的に活用したい

活用するつもりはない わからない
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（業種別） 
図表 42 活用状況：「既に活用している」（業種別）（Q10） 

 
 
（規模別） 

図表 43 活用状況：「既に活用している」（規模別）（Q10） 

 
 
 
＜以下の設問は、下記の企業以外を対象としている。 

Q9：IoT やビッグデータ､AI の進展･普及を見据えての対応(対策)について、「まだ具体的
な検討は行っていない」と回答した企業 

Q10：AI 等の利用状況において、IoT､ビッグデータ､AI 全てについて「活用するつもりは

ない」「わからない」と回答した企業＞ 

 

○Q11 部門別活用状況 

（「当該部門はない」と回答した企業を除いて集計している。） 

「既に活用している」とする割合は、「開発部門（20.3％）」が最も高く、「生産部門（18.7％）」、

「営業部門（13.3％）」が続いている。 

一方、「活用するつもりはない」とする割合は、「総務部門（10.5％）」が最も高くなって

いる。 

なお、「既に活用している」「活用する予定がある」「予定はないが活用したい」を合わせ

た割合は、最も低い総務部門でも 5 割を超え、いずれの部門についても過半数の企業は活

用に前向きであるといえる。 

合計 16.2% (n=764) 16.4% (n=766) 4.3% (n=764)

製造業 18.7% (n=252) 12.7% (n=251) 3.6% (n=251)

情報通信業 30.6% (n=62) 30.2% (n=63) 12.9% (n=62)

運輸業 6.8% (n=44) 2.3% (n=44) 2.2% (n=45)

卸小売業 10.1% (n=129) 18.6% (n=129) 0.0% (n=128)

サービス業 15.7% (n=127) 15.7% (n=127) 4.0% (n=126)

その他 14.5% (n=145) 20.4% (n=147) 6.8% (n=147)

IoT ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ AI

合計 16.2% (n=764) 16.4% (n=766) 4.3% (n=764)

300人以下 9.4% (n=32) 9.4% (n=32) 3.1% (n=32)

301～500人 14.4% (n=202) 14.3% (n=203) 4.0% (n=201)

501～1000人 15.3% (n=216) 11.1% (n=216) 3.7% (n=216)

1001～3000人 14.8% (n=189) 16.9% (n=189) 3.2% (n=189)

3001人以上 24.0% (n=104) 32.4% (n=105) 7.7% (n=104)

IoT ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ AI
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図表 44 部門別活用状況（Q11） 

 
 

  

7.2%

4.1%

3.9%

13.3%

11.3%

20.3%

8.1%

18.7%

14.5%

8.1%

6.5%

17.8%

19.6%

17.7%

12.2%

21.4%

52.0%

52.2%

49.2%

50.2%

46.3%

43.5%

50.2%

46.5%

6.0%

8.3%

10.5%

3.3%

4.9%

2.3%

6.6%

1.5%

20.4%

27.3%

29.9%

15.5%

17.8%

16.2%

22.9%

11.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経営企画部門

人事部門

総務部門

営業部門

販売部門

開発部門

調達･仕入部門

生産部門

(n
=5
8
7)

(n
=6
1
5)

(n
=6
4
6)

(n
=6
0
8)

(n
=3
2
6)

(n
=4
7
4)

(n
=4
6
8)

(n
=4
1
1)

既に活用している 活用する予定がある 予定はないが活用したい

活用するつもりはない わからない
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＜以下の設問は、Q11 で AI 等について「既に活用している」「活用する予定がある」「予定

はないが活用したい」のいずれかに○をつけた部門について回答を求めている。＞ 

 

○Q12 IoT やビッグデータ､AI を活用する目的 

 全体では、「既存業務の効率・生産性を高めるため（39.9％）」とする割合が最も高く、「既

存業務の価値（品質や顧客満足度など）を高めるため（31.7％）」、「新しい価値をもった事

業を創出するため（24.1％）」が続いている。 

 部門別でみると、経営企画部門と開発部門では「新しい価値をもった事業を創出するた

め」、営業部門と販売部門では「既存業務の価値（品質や顧客満足度など）を高めるため」

の割合が最も高くなっている（付加価値向上）。人事部門、総務部門、調達・仕入部門、生

産部門では、「既存業務の効率・生産性を高めるため」の割合が最も高くなっている（効率・

生産性向上）。 
図表 45  IoT やビッグデータ､AI を活用する目的（Q12） 

 

24.1%

37.5%

1.8%

1.4%

19.6%

13.2%

49.1%

3.9%

7.1%

31.7%

23.0%

13.5%

12.7%

50.9%

52.3%

28.2%

25.6%

26.8%

39.9%

36.0%

62.8%

71.3%

26.5%

27.7%

18.2%

62.8%

57.6%

2.6%

2.2%

9.8%

7.3%

1.9%

5.1%

2.9%

4.5%

7.4%

0.3%

0.5%

10.8%

4.9%

0.6%

0.4%

0.3%

0.3%

0.3%

1.3%

0.7%

1.3%

2.4%

0.4%

1.3%

1.3%

2.9%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

経営企画部門

人事部門

総務部門

営業部門

販売部門

開発部門

調達･仕入部門

生産部門

(n
=3
7
8)

(n
=4
0
8)

(n
=3
7
9)

(n
=3
6
9)

(n
=4
7
9)

(n
=2
3
5)

(n
=3
7
3)

(n
=3
0
9)

(n
=3
4
0)

新しい価値をもった事業を創出するため 既存業務の価値を高めるため

既存業務の効率･生産性を高めるため 不足している労働力を補完するため

従業員の意欲や満足度を高めるため どれでもない･わからない
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○Q13 IoT やビッグデータ､AI 活用による業務量の変化 

部門別に業務量の変化について尋ねたところ、人事部門、総務部門、調達・仕入部門、

生産部門では「減少する」の割合が最も高く、経営企画部門、営業部門、販売部門、開発

部門では「変わらない」の割合が最も高くなっている。また、経営企画部門や開発部門で

は、「増加する」の割合が「減少する」を上回って高くなっている。 

 
図表 46  IoT やビッグデータ､AI 活用による業務量の変化（Q13） 

 
 

 

18.6%

48.3%

50.7%

23.2%

27.4%

17.5%

47.3%

52.6%

36.7%

28.1%

27.6%

38.3%

36.5%

37.0%

28.7%

24.3%

21.9%

6.1%

4.5%

18.6%

18.7%

26.6%

7.7%

9.8%

22.7%

17.5%

17.2%

19.9%

17.4%

18.9%

16.3%

13.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経営企画部門

人事部門

総務部門

営業部門

販売部門

開発部門

調達･仕入部門

生産部門

(n
=3
9
2)

(
n
=3
6
0)

(n
=3
5
5)

(n
=4
5
7)

(n
=2
3
0)

(n
=
35
4
)

(n
=3
0
0)

(n
=
32
5
)

減少する 変わらない 増加する わからない
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○Q14 IoT やビッグデータ､AI による従業員の担当業務の代替 

いずれの部門についても「全部代替」を挙げる企業はほとんどなく（総務部門、営業部

門、開発部門について 2 社、人事部門について 1 社）、「一部代替ないし支援」を挙げる企

業の割合が過半数を占めて最も高くなっている。 

なお、開発部門、経営企画部門については「新規創出」を挙げる割合も比較的高い（各

37.2％、29.5％）。 

 
図表 47  IoT やビッグデータ､AI による従業員の担当業務の代替（Q14） 

 

 

 

0.3%

0.6%

0.4%

0.6%

60.6%

84.2%

85.1%

67.6%

68.3%

53.9%

84.4%

85.4%

29.5%

5.9%

4.0%

23.7%

23.5%

37.2%

7.8%

9.7%

9.9%

9.6%

10.3%

8.3%

8.3%

8.4%

7.8%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経営企画部門

人事部門

総務部門

営業部門

販売部門

開発部門

調達･仕入部門

生産部門

(n
=3
8
3)

(n
=3
5
5)

(n
=3
4
8)

(n
=4
4
8)

(n
=2
3
0)

(n
=3
4
7)

(n
=2
9
5)

(n
=3
2
1)

全部代替 一部代替ないし支援 新規創出 わからない
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○Q15

会社

ては、「全体としては変わらない（

る（34.6%
  

（業種別）

・サンプルサイズ

加する」とする割合が、他の業種に比べ顕著に高くなっている（

Q15 IoT やビッグデータ

会社全体としてみると雇用量を増やすほう

ては、「全体としては変わらない（

34.6%）」のほうが、「全体としては増加する（

図表 

（業種別） 

サンプルサイズ

加する」とする割合が、他の業種に比べ顕著に高くなっている（

ビッグデータ

全体としてみると雇用量を増やすほう

ては、「全体としては変わらない（

）」のほうが、「全体としては増加する（

 48  IoT や

サンプルサイズが 60 とやや小さい点に留意が必要だが、情報通信業で「全体としては増

加する」とする割合が、他の業種に比べ顕著に高くなっている（

ビッグデータ､AI の活用による雇用量の変化

全体としてみると雇用量を増やすほう

ては、「全体としては変わらない（44.3%

）」のほうが、「全体としては増加する（

やビッグデータ

やや小さい点に留意が必要だが、情報通信業で「全体としては増

加する」とする割合が、他の業種に比べ顕著に高くなっている（

50 

の活用による雇用量の変化

全体としてみると雇用量を増やすほう、減らすほうのどちら

44.3%）」とする割合が最も高い。「全体としては減少す
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の活用による雇用量の変化 
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10.4%）」を上回っている。

の活用による雇用量の変化

やや小さい点に留意が必要だが、情報通信業で「全体としては増

加する」とする割合が、他の業種に比べ顕著に高くなっている（

、減らすほうのどちらに働くと思

）」とする割合が最も高い。「全体としては減少す

）」を上回っている。

の活用による雇用量の変化（

やや小さい点に留意が必要だが、情報通信業で「全体としては増

加する」とする割合が、他の業種に比べ顕著に高くなっている（33.3％）。
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図表 49 IoT やビッグデータ､AI の活用による雇用量の変化（業種別）（Q15） 

 
 

図表 50  IoT やビッグデータ､AI の活用による雇用量の変化（規模別）（Q15） 

 

7.5%

33.3%

2.7%

6.8%

13.5%

8.3%

42.9%

36.7%
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35.9%

30.6%

32.6%
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10.0%

8.1%

12.0%

10.8%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

製造業

情報通信業

運輸業

卸小売業

サービス業

その他
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○Q16・Q17 IoT やビッグデータ､AI の活用による影響 

今後、IoT やビッグデータ、AI の活用で仕事がなくなる・減少する従業員について、再

教育が必要になると思うかについては、「ややそう思う（38.9％）」の割合が最も高く、「そ

う思う（26.1％）」が続いている。「そう思う」と「ややそう思う」を足した割合 65.0％は、

「そうは思わない」「あまりそうは思わない」を足した割合 24.0％を上回っている。 

AI 等の活用で労働時間が短縮し、ワークライフバランスが向上すると思うかについては、

「ややそう思う（44.5％）」の割合が最も高く、「あまりそうは思わない（27.3％）」が続い

ている。「そう思う」と「ややそう思う」を足した割合 55.2％は、「そうは思わない」「あま

りそうは思わない」を足した割合 34.8％を上回っている。 

 
図表 51  IoT やビッグデータ､AI の活用による影響（Q16・Q17） 

 
 

26.1%

10.7%

38.9%

44.5%
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11.0%
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活用で仕事がなくなる･減少する
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ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽが向上すると思うか
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（再教育の必要性） 
図表 52 再教育の必要性（業種別）（Q16） 

 
 

図表 53 再教育の必要性（規模別）（Q16） 

 

 

26.4%

23.3%

24.3%

27.4%

26.8%

26.0%

40.2%

43.3%

40.5%

35.0%

35.7%

40.5%

16.7%

10.0%
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10.0%

2.7%

6.8%

10.7%

9.2%

12.6%
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（ワークライフバランスは向上するか） 
図表 54 ワークライフバランスは向上するか（業種別）（Q16） 

 

図表 55 ワークライフバランスは向上するか（規模別）（Q16） 
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○Q18 IoT やビッグデータ､AI の導入や活用を担う人材： (1)当該人材の有無 

いずれの人材についても、「既にいる」とする企業が 6～8 割を占めている。 

「AI 等を利用したビジネスを企画立案できる人材」については 79.5%の企業が、「AI 等の

様々な可能性を探索･追求していく人材」「AI 等をオペレーションレベルに落とし込む橋渡

しができる人材」は 63.6%が「既にいる」としている。 

 
図表 56  IoT やビッグデータ､AI の導入や活用を担う人材の有無（Q18(1)） 

（「既にいる」の割合）（MA） 

 

 

（業種別）                 （規模別） 

   

※サンプルサイズが小さい点に留意が必要である。 

 

79.5%

63.6%

63.6%
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AI等を利用したﾋﾞｼﾞﾈｽを
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探索･追求していく人材
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ﾚﾍﾞﾙに
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込む橋
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できる

人材

26 17 15 16

100.0 65.4 57.7 61.5

15 14 11 8

100.0 93.3 73.3 53.3

0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0

11 7 8 7

100.0 63.6 72.7 63.6

13 10 8 8

100.0 76.9 61.5 61.5

22 21 13 17

100.0 95.5 59.1 77.3

運輸業

卸小売業

サービス業

その他

製造業

情報通信業
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4 4 2 2

100.0 100.0 50.0 50.0

17 12 12 11

100.0 70.6 70.6 64.7

26 20 15 19

100.0 76.9 57.7 73.1

23 19 16 13

100.0 82.6 69.6 56.5

16 13 9 10

100.0 81.3 56.3 62.5
3001人以上

300人以下
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501～1000人

1001～3000人
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○Q18 IoT やビッグデータ､AI の導入や活用を担う人材： (2) 過不足状況 

いずれの人材についても、「当社には必要がない」とする企業は極めて少ない（各 15 社、

30 社、9 社）。いずれの人材についても「かなり不足」とする割合が過半数を占めて最も高

くなっている。 

「かなり不足」「やや不足」「いまは不要か足りているが将来の不足を懸念」を合わせる

と、大半の企業が不足しているか将来の不足を懸念していることになる（各 78.3％、77.1％、

78.5％）。 

 
図表 57 過不足状況（Q18(2)） 

 
（業種別）               （規模別） 

※小計（「かなり不足」「やや不足」「将来の不足を懸念」）     
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535 531 538

78.3 77.1 78.5

187 190 188

78.9 80.5 81.0

48 47 45

85.7 82.5 78.9

29 29 28

78.4 78.4 75.7

93 90 92

80.9 77.6 78.6

73 75 79

68.9 68.8 72.5

100 95 101

78.7 73.6 78.9

合計

製造業

情報通信業

運輸業

卸小売業

サービス業
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材
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追求し
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ﾚﾍﾞﾙに
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78.3 77.1 78.5

16 17 19

59.3 60.7 67.9
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81.7 80.5 82.5

141 146 145

71.9 74.5 75.5
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78.2 76.2 74.3
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90.1 83.7 87.4

301～500人
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○Q20 AI 等が普及する中での今後 15 年間での人事労務施策の変化 

「必要な人材について、現在より、直接雇用ではなく社外に業務委託する傾向が強まる」

「必要な人材について、現在より、内部育成ではなく即戦力を企業外から採用する傾向が

強まる」「担当する職種・業務を限定して社員を雇用するいわゆる『ジョブ型雇用』が現在

より増加する」については、「当てはまる」とする割合が最も高い。 

「将来の幹部候補を、新卒一括採用・内部育成で確保する度合いが今よりも弱くなる」「新

卒採用について、現在より、長期雇用を意識しないで採用する度合いが強まる」について

は、「当てはまらない」とする割合が最も高い。 

「内部育成について、現在より、Off-JT を重視する傾向が強まる」については、「わから

ない」の割合が最も高くなっている。 
  

図表 59 AI 等が普及する中での今後 15 年間での人事労務施策の変化（Q20） 

 
（業種別） 

・サービス業において、「担当する職種・業務を限定して社員を雇用するいわゆる『ジョブ

型雇用』が現在より増加する」について「当てはまる」とする割合（53.1％）が他の業種

に比べて顕著に高い。 
 
（規模別） 

・「必要な人材について、現在より、内部育成ではなく即戦力を企業外から採用する傾向が

強まる」「将来の幹部候補を、新卒一括採用・内部育成で確保する度合いが今よりも弱く

なる」について「当てはまる」割合が、「3,001 人以上」で特に高い（各 54.7％、33.0％）。 
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＜2030 年の事業や人事労務施策の変化について＞ 
 
○Q21(1) 大卒以上のホワイトカラーの働き方：労働時間制等 

適用者数にかかわらず導入されていると思うものとしては、「在宅勤務､テレワーク

（51.7%）」の割合が最も高く、「コアタイムありのフレックスタイム制（36.6%）」、「裁量労

働制(労働時間の上限規制あり)（29.4%）」、「始業・就業時間の繰り上げ・繰り下げ（26.4％）」

が続いている。 

多くの社員に適用されていると思うものとしては、「コアタイムありのフレックスタイム

制（29.3%）」の割合が最も高い。ただし、これに続いては、従来型の「始業･終業が固定さ

れた通常の労働時間制（26.9%）」の割合が高い。「在宅勤務､テレワーク」を挙げる割合は

18.9%である。 

 
 

図表 60 大卒以上のホワイトカラーの働き方：労働時間制等 

（導入されているもの）（Q21(1)1）（MA） 

 
  

20.1%

36.6%

18.1%

18.1%

29.4%

13.4%

26.4%

10.4%

10.0%

51.7%

9.8%

1.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

始業･終業が固定された通常の労働時間制

ｺｱﾀｲﾑありのﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制

ｺｱﾀｲﾑなしのﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制

1ｶ月単位､1年単位等の変形労働時間制

裁量労働制(労働時間の上限規制あり)

裁量労働制(労働時間の上限規制なし)

始業･就業時間の繰り上げ･繰り下げ

朝型勤務

勤務時間のｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ

在宅勤務､ﾃﾚﾜｰｸ

雇われない働き方(個人事業主的)

その他

当てはまるものはない

(n=673)
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図表 61 大卒以上のホワイトカラーの働き方：労働時間制等 

（多くの社員に適用されているもの）（Q21(1)2）（MA） 

 
 

（規模別） 

・導入されていると思うものとして、「在宅勤務、テレワーク」を挙げる割合が、「1,001～

3,000 人」以上（「1,001～3,000 人」および「3,001 人以上」）で他の規模に比べて特に高く

なっている（各 58.3％）。 

・多数に適用されていると思うものとして、「コアタイムありのフレックスタイム制」を挙

げる割合が、「1,001～3,000 人（38.5％）」で他の規模に比べて特に高くなっている。 

26.9%

29.3%

13.9%

9.9%

15.5%

4.8%

7.2%

1.3%

4.3%

18.9%

0.5%

0.0%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

始業･終業が固定された通常の労働時間制

ｺｱﾀｲﾑありのﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制

ｺｱﾀｲﾑなしのﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制

1ｶ月単位､1年単位等の変形労働時間制

裁量労働制(労働時間の上限規制あり)

裁量労働制(労働時間の上限規制なし)

始業･就業時間の繰り上げ･繰り下げ

朝型勤務

勤務時間のｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ

在宅勤務､ﾃﾚﾜｰｸ

雇われない働き方(個人事業主的)

その他

当てはまるものはない

(n=375)
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○Q21(2) 大卒以上のホワイトカラーの働き方について：兼業・副業等 

適用者数にかかわらず導入されていると思うものとしては、「いったん辞めた社員がまた

戻れる働き方（50.7%）」の割合が最も高く、「いったん休職して大学院等に行く働き方

（32.4%）」、「兼業･副業（32.1%）」が続いている。 

多くの社員に適用されていると思うものとしては、「いったん辞めた社員がまた戻れる働

き方（43.1%）」の割合が最も高く、「兼業･副業（26.0%）」、「他社と行き来する働き方（20.3%）」

が続いている。 
 

図表 62 大卒以上のホワイトカラーの働き方について：兼業・副業等 

（導入されているもの）（Q21(2)1）（MA） 

  
図表 63 大卒以上のホワイトカラーの働き方について：兼業・副業等 

（多くの社員に適用されているもの）（Q21(2)2）（MA） 

 
 

  

32.4%

28.3%

50.7%

32.1%

19.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いったん休職して大学院等に行く働き方

他社と行き来する働き方

いったん辞めた社員がまた戻れる働き方

兼業･副業

当てはまるものはない

(n=667)

12.2%

20.3%

43.1%

26.0%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いったん休職して大学院等に行く働き方

他社と行き来する働き方

いったん辞めた社員がまた戻れる働き方

兼業･副業

当てはまるものはない

(n=123)
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（規模別） 

・導入されていると思うものとして、「いったん休職して大学院等に行く働き方（45.0％）」

「いったん辞めた社員がまた戻れる働き方（59.0％）」を挙げる割合が、「3,001 人以上」

で他の規模に比べて特に高くなっている。 
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＜2030 年に 50 代半ばになる貴社の大卒以上のホワイトカラーの仕事や働き方について＞ 
 
○Q22 AI 等で担当業務が代替される人等の割合（全部代替、一部代替、影響なし） 

① AI 等で担当業務の全部が代替される人の割合 

：平均値 0.9、最小値 0.0、最大値 8.0、標準偏差 1.3 となっている。 

②担当業務の一部が代替される人の割合 

：平均値 3.9、最小値 0.0、最大値 10.0、標準偏差 2.6 となっている。 

③影響を受けない人の割合 

 ：平均値 5.2、最小値 0.0、最大値 10.0、標準偏差 3.0 となっている。 

 
図表 64 全部代替される人の割合（Q22(1)） 

 
 

図表 65 一部代替される人の割合（Q22(2)） 

 
 

48.2%

27.2%

16.3%
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(n=681)

5.4%

13.5%

19.1%

15.7%

10.1%
9.3%

7.5%6.9%7.3%

1.5%

3.7%

0%

5%

10%

15%

20%

25%
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(n=681)
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図表 66 影響を受けない人の割合（Q22(3)） 

 
 

（業種別）                （規模別） 

※平均値（単位：割） 

  

6.9%
7.8%

12.3%

7.6%

4.1%

12.6%

7.5%

11.0%

16.6%

8.5%

5.0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0～1割未満1～2割未満2～3割未満3～4割未満4～5割未満5～6割未満6～7割未満7～8割未満8～9割未満9～10割未満10割

(n=681)

全部代替 部分代替
影響を受

けない

合計 0.95 3.88 5.17

製造業 0.94 4.10 4.96

情報通信業 1.39 3.68 4.92

運輸業 1.01 3.54 5.44

卸小売業 0.88 3.78 5.35

サービス業 1.02 3.88 5.10

その他 0.77 3.71 5.52

全部代替 部分代替
影響を受

けない

合計 0.95 3.88 5.17

300人以下 0.76 3.47 5.78

301～500人 0.89 3.71 5.40

501～1000人 1.04 3.83 5.13

1001～3000人 0.93 3.87 5.21

3001人以上 1.07 4.71 4.22
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○Q23 50 代半ばとなるホワイトカラーが活躍し続けるために必要な取組み 

2030 年に 50 代半ばとなる現在 40 歳前後の貴社の大卒以上のホワイトカラーが、2030 年

にも活躍し続けるには、これからの 15 年間に社員自身としてどのような取組みが必要だと

思うかについて尋ねた。 

当てはまるものとしては、「AI 等を取り入れた新しいツールやシステムを使いこなす力を

身につける（71.4%）」の割合が最も高く、「AI 等に代替されにくい能力･スキルを強みとし

て伸ばしていく（64.6%）」、「AI 等の活かし方を考えるための創造性やデザイン力を身につ

ける（63.3%）」が続いている。 
 
最もよく当てはまるもの（1 つだけ）としても、「AI 等を取り入れた新しいツールやシス

テムを使いこなす力を身につける（29.9%）」の割合が最も高く、「AI 等に代替されにくい能

力･スキルを強みとして伸ばしていく（25.1%）」、「AI 等の活かし方を考えるための創造性や

デザイン力を身につける（23.4%）」が続いている。 

 
図表 67 50 代半ばとなるホワイトカラーが活躍し続けるために必要な取組み（Q23(1)）（MA） 

 
 

34.7%

63.3%

17.4%

71.4%

64.6%

37.1%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

AI等の様々な可能性を探索･追求

していく等

AI等の活かし方を考えるための

創造性やﾃﾞｻﾞｲﾝ力を身につける

AI等を作るﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを読み書きする

基本ｽｷﾙを身につける

AI等を取り入れた新しいﾂｰﾙやｼｽﾃﾑを

使いこなす力を身につける

AI等に代替されにくい能力･ｽｷﾙ

を強みとして伸ばしていく

AI等の導入が難しい仕事

にｼﾌﾄしていく

その他

(n=695)
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○SQ23

前問のようなことに社員自身が取り組むことで、何割の人が貴社で

られると思

続いている

 

※現在

 

図表 68 

SQ23-1 取り組むことで

前問のようなことに社員自身が取り組むことで、何割の人が貴社で

られると思うかについては、「

続いている。 

図表 

現在 40歳前後の貴社の大卒以上のホワイトカラー全体を

 

 50 代半ばとなるホワイトカラーが活躍し続けるために必要な取組み

（

取り組むことで 15

前問のようなことに社員自身が取り組むことで、何割の人が貴社で

うかについては、「

 69 取り組むことで

歳前後の貴社の大卒以上のホワイトカラー全体を

 

代半ばとなるホワイトカラーが活躍し続けるために必要な取組み

（最もよく当てはまるもの

15 年後も活躍し続けられる割合

前問のようなことに社員自身が取り組むことで、何割の人が貴社で

うかについては、「7～9 割（

取り組むことで 15

歳前後の貴社の大卒以上のホワイトカラー全体を

  

66 

代半ばとなるホワイトカラーが活躍し続けるために必要な取組み

最もよく当てはまるもの

年後も活躍し続けられる割合

前問のようなことに社員自身が取り組むことで、何割の人が貴社で

割（41.3%）」の割合が最も高く、「

15 年後も活躍し続けられる割合

歳前後の貴社の大卒以上のホワイトカラー全体を

代半ばとなるホワイトカラーが活躍し続けるために必要な取組み

最もよく当てはまるもの）（Q23(2)

年後も活躍し続けられる割合 

前問のようなことに社員自身が取り組むことで、何割の人が貴社で

）」の割合が最も高く、「

年後も活躍し続けられる割合

歳前後の貴社の大卒以上のホワイトカラー全体を 10 

代半ばとなるホワイトカラーが活躍し続けるために必要な取組み

Q23(2)） 

前問のようなことに社員自身が取り組むことで、何割の人が貴社で 15 年後も活躍し続け

）」の割合が最も高く、「5～6

年後も活躍し続けられる割合（Q23

 としたときのおよその割合

代半ばとなるホワイトカラーが活躍し続けるために必要な取組み 

年後も活躍し続け

6 割（24.4%

Q23-1） 

としたときのおよその割合

 

 

年後も活躍し続け

24.4%）」が

 
としたときのおよその割合 
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図表 70 取り組むことで 15 年後も活躍し続けられる割合（業種別）（Q23-1） 

 
 

 
図表 71 取り組むことで 15 年後も活躍し続けられる割合（規模別）（Q23-1） 
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＜2030 年の新規学卒者の仕事や働き方について＞ 
 
○Q24 2030 年の新規学卒者が活躍するために重要な能力や経験 

2030 年において、新規学卒者（現在 7～11 歳くらい）が貴社で仕事を得て活躍するには、

今からどのような能力を伸ばしたり、経験を積むとよいと思うかについては、「情報収集能

力や課題解決能力､論理的思考等の業務遂行能力（70.8%）」の割合が最も高く、「チャレン

ジ精神や主体性､行動力､洞察力等の人間的資質（70.3%）」、「コミュニケーション力やネゴ

シエーション力等の対人関係能力（69.1%）」が続いている。 

 
図表 72  2030 年の新規学卒者が活躍するために重要と思う能力や経験（Q24）（5LA） 
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70.3%
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ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力やﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ力等の

対人関係能力

変化への柔軟性

企画発想力や創造性

AI等についての基礎的な知識

新しい物事に対する好奇心

基礎的なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ能力や､ﾃﾞｰﾀ

分析力･処理能力

物事を常識的に判断する力

幅広い教養

体力

高度なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ能力や､ﾃﾞｰﾀ

分析力･処理能力

AI等についての高度な専門知識

その他

わからない

無回答

(n=703)
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第３章  インタビュー調査 
 
1． 調査の概要 
 
(1) 調査の目的、内容 

IoT・ビッグデータ・AI 等の技術革新が、産業、ひいては雇用・労働にどのような影響を

与えるかを調査・分析し、事前にどのような対応が必要かを検討することを目的とする。 
 
(2) 調査方法等 

① 調査対象 

IoT･ビッグデータ・AI 等が発展していくことによって影響を受ける可能性のある企業お

よび IoT･ビッグデータ・AI 等の活用を推進されている企業等 20 社。 
 
（調査対象の概要）                    ※概要の掲載は 19 社 

 導入状況 

運輸業 A 社 タクシーの配車アプリの導入 
運輸業 B 社 自動運転を活用した次世代物流サービスの実証実験 
製造業 C 社 IoT を活用した製品の保守サービスの展開 
保険業 D 社 コールセンター業務への AI や音声認識技術の導入 
金融業 E 社 顧客の照会対応への AI の試験的導入、仮想通貨の試行等 
旅行業 F 社 AI 等の導入については検討段階 
製造業 G 社 IoT プラットフォームをベースとする事業展開の開始 
製造業 H 社 AI 技術ブランドを打ち出し関連事業強化、自社にも導入 
保険業 I 社 ホワイトカラーの生産性向上のソフトウェアロボット導入 
IT 業 J 社 ホワイトカラーの生産性向上のソフトウェアロボット開発 
IT 業 K 社 AI やビッグデータを組み込んだ ERP システム開発 
IT 業 L 社  AI 組込のアダプティブ・ラーニング教材の開発･展開 
教育業 M 社 AI 組込のアダプティブ・ラーニング教材の導入 
印刷業 N 社 AI 組込のアダプティブ・e ラーニング教材の開発・提供 
運輸業 O 社  設備保全や鉄道運行業務への AI×IoT 活用 
職業紹介業 P 社 AI 組込の無料スカウトツールの提供等 
職業紹介業 Q 社  AI による職業紹介業務のマッチング支援 
専門サービス業 R 社 監査業務へのビッグデータ分析活用 
小売業 S 社 店舗における商品発注への AI 活用 

 
② 調査方法 

 訪問インタビュー調査 
 
③ 調査実施時期 

 平成 28 年 8 月～平成 29 年 3 月 
 
④ 調査項目 

 アンケート調査に準ずる。 
 
2． 調査結果の概要 
次ページより調査結果のポイントを一覧表にまとめている。  
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  ①
～

③
 

①
運

輸
業

A
社

 
②

運
輸

業
B
社

 
③
製
造
業

C
社

 

規
模

（
資

本
金

、
従

業
員

数
）

 
 

1
億

～
3
億

円
未

満
 

 
5,

00
0
人

以
上

（
連

結
）

 

 
50

億
円

以
上

 

 
5,

00
0
人

以
上

（
連

結
）
）

 

 
50

億
円
以
上

 

 
5,

00
0
人
以
上
（
連
結
）

 

主
な

事
業

内
容

 
タ

ク
シ

ー
業

 
宅

配
等

の
各

種
輸

送
に

関
わ

る
事

業
 

バ
ー
コ
ー
ド
プ
リ
ン
タ
及
び
サ
プ
ラ
イ
品
の
製
造
･
販
売
､
保
守
サ
ー
ビ
ス
等

 

１
．

Io
T･

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

・
A

I
等

の
導

入
状

況
 

タ
ク

シ
ー

の
配

車
ア

プ
リ

の
導

入
 

自
動

運
転

を
活

用
し

た
次

世
代

物
流

サ
ー

ビ
ス

の
実

証
実

験
 

Io
T
を
活
用
し
た
製
品
の
保
守
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

 

 
20

11
年

に
日

本
で

初
め

て
タ

ク
シ

ー
の
配

車
ア

プ
リ

を
導

入
。

 

 
新

た
に

Io
T
型

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
端

末
を

独
自

開
発

し
た

う
え

で
、

東

京
都

心
を

走
行

す
る

タ
ク

シ
ー

車
両

へ
の

設
置

を
進

め
て

お
り

、
さ

ら
に

、

そ
の

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
配

信
対

象
と

し
た

動
画

広

告
商

品
を

開
発

し
、

広
告

配
信

事
業

者
を

通
し

て
販

売
を

開
始

。
 

 
他

社
と

共
同

で
、

自
動

運
転

を
活

用
し

た
次

世
代

物
流

サ
ー

ビ
ス
の

開
発
に

向
け

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

始
動

。
20

17
年

4
月

か
ら
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
送

サ
ー

ビ
ス

と
買

物
代

行
サ

ー
ビ

ス
の

実
用

実
験

を
開

始
す

る
予
定
。

 

 
自

動
運

転
、

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
な

ど
も

将
来

的
に

視
野

に
入

れ
た
検

討
を
進

め
て

い
る

。
 

 
産

業
用

ラ
ベ
ル

プ
リ

ン
タ
に

お
い

て
、

Io
T

を
実

装
し

た
保

守
サ

ー
ビ

ス
を

世
界
で
初
め
て
提
供
。
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
タ
の
稼
働
状
況
を

24
時
間

36
5
日
遠

隔
監
視

し
、
問

題
が

起
き
そ

う
な

箇
所
を

事
前

に
見
つ

け
て

必
要
な

サ
ポ
ー

ト
を
行
う
こ
と
で
、
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
タ
の
安
定
稼
働
を
目
指
し
て
い
る
。

 

 
各

機
器

の
稼
働

状
況

を
当
社

の
ヘ

ル
プ
デ

ス
ク

部
門
で

常
時

把
握
す

る
こ
と

が
で
き

、
取
得

し
た

ロ
グ
デ

ー
タ

を
基
に

、
顧

客
の
業

務
効

率
向
上

に
つ
な

げ
る
運
用
提
案
も
行
っ
て
い
く
予
定
。

 

２
．

雇
用

へ
の

影
響

 

（
既
に

生
じ

て
い

る
こ

と
）

 

雇
用

が
増

え
て

い
る

 
現

時
点

で
は

な
い

 
現
時
点
で
は
な
い

 

 
配

車
ア

プ
リ

の
導

入
で

コ
ー

ル
セ

ン
タ
ー

の
人

員
を

削
減

し
、

他
の

業
務

へ

振
り

向
け

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
話

題
性

が
高

ま
り

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
業

務

も
増

加
。

 

 
ア

プ
リ

開
発

を
担

当
し

て
い

る
子

会
社
の

技
術

部
隊

は
5
年

間
で

人
員

が
大

幅
増

（
十

数
人

か
ら

50
名

以
上

に
急

増
）。

 

 
目

下
、
労

働
力

不
足

が
深

刻
で

あ
り

、
A

I等
の

影
響

は
特

に
受

け
て
い
な
い
。 

 
A

I等
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

活
用

が
今

後
進

ん
で

も
、
労

働
力

不
足
の
補
完
と
し

て
の

役
割

と
み

て
い

る
。

 

 
現
時
点
で
は
特
に
影
響
は
な
い
。

 

３
．

雇
用

は
奪

わ
れ

る
か

 

  

自
動

運
転

化
し

て
も

乗
務

員
は

必
要

。
た

だ
し

ド
ラ

イ
バ

ー
は

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
に

 

省
力

化
・

省
人

化
が

進
ん

で
も

「
人

」
が

要
ら

な
く

な
る

わ
け

で
は
な
い

 
雇
用
量
は
横
ば
い
だ
が
、
業
務
の
中
身
が
変
化

 

 
日

本
や

欧
州

は
タ

ク
シ

ー
の

レ
ベ

ル
が
高

い
の

で
、

米
国

の
ウ

ー
バ

ー
の

よ

う
な

カ
ー

シ
ェ

ア
が

爆
発

的
に

普
及

す
る

こ
と

は
な

い
と

み
て

い
る

。
 

 
仮

に
完

全
自

動
運

転
に

な
れ

ば
乗

務
員
の

削
減

は
可

能
に

な
る

が
、

人
が

皆

無
に

な
る

と
は

考
え

て
い

な
い

。
ど

ん
な

に
自

動
化

が
進

ん
で

も
人

に
し

か

で
き

な
い

サ
ー

ビ
ス

は
残

る
。

た
と

え
ば

、
観

光
タ

ク
シ

ー
な

ど
コ

ン
シ

ェ

ル
ジ

ュ
機

能
が

必
要

と
な

り
、

ド
ラ

イ
バ

ー
で

は
な

く
、

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ

に
置

き
換

わ
っ

て
い

く
等

。
 

 
タ

ク
シ

ー
業

界
と

自
動

運
転

は
共

存
で
き

る
と

考
え

て
お

り
、

む
し

ろ
タ

ク

シ
ー

会
社

が
主

導
し

て
い

き
た

い
。

 

 
A

Iに
よ

っ
て

人
が

不
要

に
な

る
と

は
考

え
て

い
な

い
。
省

力
化
、
省
人
化
は

労
働

力
不

足
と

い
う

観
点

か
ら

は
必

要
で

あ
る

が
、
人

が
ゼ

ロ
に
な

る
と
い

う
発

想
は

な
く

、
特

に
「

ラ
ス

ト
ワ

ン
マ

イ
ル

」
の
配

送
は

人
が
担

う
部
分

と
捉

え
て

い
る

。
 

 
ウ

ー
バ

ー
カ

ー
ゴ

（
配

車
ア

プ
リ

の
ウ

ー
バ

ー
が

香
港

で
物

流
サ
ー

ビ
ス
を

開
始

）
の

よ
う

な
動

き
も

あ
り

、
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
エ
コ

ノ
ミ

ー
へ
の

対
応
が

デ
ジ

タ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

部
署

と
し

て
は
最

大
の

テ
ー
マ
の

1
つ

と
な

っ
て

い
る

。
 

 
当

社
の

ド
ラ

イ
バ

ー
は

、
た

だ
荷

物
を

運
搬

す
る

配
達

員
で

は
な
く

、
サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

る
と

定
義

し
て

い
る

。
 

 
Io

T
を

実
装
し

た
保

守
サ
ー

ビ
ス

可
能
な

新
製

品
の
プ

リ
ン

タ
の
市

場
占

有

率
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
り
業
務
効
率
化
が
進
み
、

20
20

年
に
は
カ
ス
タ
マ

ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
（

C
E）

一
人
あ
た
り
の
活
動
件
数
を

30
～

40
%
削
減
す
る
こ

と
が
可
能
と
見
込
ん
で
い
る
。

 

 
し

か
し

、
人
員

削
減

は
考
え

て
お

ら
ず
、

お
客

様
と
の

接
点

を
増
や

す
仕
事

を
増
や

す
つ
も

り
。

人
員
は

横
ば

い
で
推

移
す

る
と
み

て
い

る
。
正

社
員
の

人
手
を
か
け
る
仕
事
を
増
や
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
。

 

 
コ

ー
ル

セ
ン
タ

ー
は

デ
ジ
タ

ル
対

応
し
な

い
。

当
社
は

現
場

力
を
高

め
る
こ

と
を
経

営
上
大

事
に

し
て
お

り
、

中
期
計

画
で

も
そ
の

点
を

謳
っ
て

い
る
。

顧
客
と

長
く
深

い
関

係
を
築

く
こ

と
で
成

長
し

て
い
こ

う
と

し
て
お

り
、
コ

ー
ル
セ

ン
タ
ー

の
デ

ジ
タ
ル

対
応

は
そ
れ

に
反

す
る
。

人
手

で
支
え

る
部
分

は
徹
底
。

 

４
．

雇
用

は
生

ま
れ

る
か

 
雇

用
の

幅
が

広
が

り
、

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
業

と
し

て
の

展
開

が
可

能
 

女
性

や
高

齢
者

へ
雇

用
の

幅
が

広
が

る
 

お
客
様
と
の
接
点
を
持
つ
人
材
が
増
え
る

 

 
運

転
ス

キ
ル

を
問

わ
な

く
な

れ
ば

乗
務
員

と
し

て
の

人
材

確
保

の
裾

野
が

拡

大
（

労
働

負
担

の
軽

減
、

二
種

免
許

が
不

要
に

な
る

等
）
。

 

 
Io

T
の

活
用
に

よ
り

タ
ク
シ

ー
業

務
の
付

加
価

値
向
上

を
図

り
、
お

客
様

に

選
択

し
て

も
ら

う
交

通
機

関
に

な
る

こ
と

で
、

タ
ク

シ
ー

そ
の

も
の

の
需

要

を
つ

く
り

出
せ

る
。

た
と
え

ば
、

Io
T

型
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ
事

業
で

広

告
収

入
を

得
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

無
料

タ
ク

シ
ー

も
実

現
で

き
、

バ
ス

や

電
車

の
シ

ェ
ア

を
取

る
く

ら
い

の
需

要
拡

大
も

期
待

で
き

る
。

 

 
自

動
運

転
等

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
が

普
及

す
れ

ば
、

女
性

や
高

齢
者
を

は
じ
め

と
し

た
雇

用
の

幅
が

広
が

る
。

 

 
電

子
商

取
引

が
当

た
り

前
の

世
代

が
高

齢
化

す
る

と
、

さ
ら

に
宅
配

ニ
ー
ズ

が
増

え
、

し
か

も
高

齢
者

は
宅

配
ボ

ッ
ク

ス
や

コ
ン
ビ

ニ
で

受
け
取

る
の
で

は
な

く
自

宅
ま

で
の

配
送

を
希

望
す

る
方

が
増

え
る
可

能
性

は
高
い

。
ラ
ス

ト
ワ

ン
マ

イ
ル

の
重

要
性

は
増

え
る

こ
と

は
あ

っ
て
も

無
く

な
る
こ

と
は
な

い
と

考
え

る
。

 

 
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

C
E
経
験
者
に
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

お
客
様

の
課
題

へ
の

対
応
力

を
高

め
て
い

く
。

あ
る
い

は
、

土
日
や

夜
間
の

サ
ー
ビ

ス
も
可

能
に

す
る
よ

う
、

お
客
様

と
の

接
点
を

持
つ

人
材
を

増
や
し

て
、
外

部
委
託

し
て

い
る
部

分
を

内
製
化

し
、

顧
客
価

値
を

高
め
る

方
向
に

シ
フ
ト
で
き
な
い
か
、
検
討
し
て
い
る
。

 

５
．

ど
の

よ
う

な
人

材
が

必
要

か
 

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
能

力
、

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ
ィ

が
問

わ
れ

る
よ

う
に

な
る

 
物

事
の

相
関

関
係

を
見

出
す

力
を

備
え

た
人

材
 

お
客
様
と
深
く
関
わ
っ
て
い
く
部
分
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
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 ①
～

③
 

①
運

輸
業

A
社

 
②

運
輸

業
B
社

 
③
製
造
業

C
社

 

  

 
完

全
自

動
運

転
が

実
現

す
れ

ば
、

運
転

ス
キ

ル
よ

り
も

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
能

力
が

問
わ

れ
る

よ
う

に
な

る
だ

ろ
う

。
 

 
サ

ー
ビ

ス
化

に
対

応
し

、
従

来
は

運
転

ス
キ

ル
を

重
視

し
た

採
用

が
中

心
で

あ
っ

た
が

、
今

後
は

大
卒

の
タ

ク
シ

ー
ド

ラ
イ

バ
ー

や
女

性
の

タ
ク

シ
ー

ド

ラ
イ

バ
ー

の
育

成
・

確
保

を
重

視
す

る
考

え
。

 

 
現

在
も

観
光

タ
ク

シ
ー

、
キ

ッ
ズ

タ
ク

シ
ー

、
お

出
か

け
サ

ポ
ー

ト
タ

ク
シ

ー
と

い
っ

た
、

様
々

な
タ

ク
シ

ー
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

お
り

、
サ

ー
ビ

ス

の
質

に
応

じ
て

様
々

な
人

材
を

求
め

て
い

る
（

こ
れ

ら
の

タ
ク

シ
ー

サ
ー

ビ

ス
を

提
供

で
き

る
の

は
、

現
在

も
有

資
格

の
厳

選
さ

れ
た

ご
く

一
部

の
ド

ラ

イ
バ
ー

の
み
）
。
「

お
も

て
な

し
産

業
」

と
し

て
高

い
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

を
持

つ
人

材
を

必
要

と
し

て
い

る
。

 

 
一

方
、

ア
プ

リ
開

発
を

含
め

、
若

い
エ

ン
ジ

ニ
ア

の
採

用
も

重
視

し
て

い
る

（
そ

う
し

た
人

材
を

採
用

す
る

た
め

、
IT

企
業

が
多

く
入

居
し

て
い

る
都

心

の
高

層
ビ

ル
へ

本
社

を
移

転
し

、
企

業
イ

メ
ー

ジ
を

刷
新

）
。

 

 
物

事
の

相
関

関
係

を
見

出
す

力
こ

そ
が

必
要

と
な

る
。

一
見

関
係
な

さ
そ
う

な
物

事
の

中
か

ら
新

た
な

も
の

を
発

見
す

る
力

と
も
い

え
る

。
こ
う

い
う
関

係
性

を
見

出
せ

る
人

材
こ

そ
、

当
社

が
必

要
と

し
て
い

る
人

材
で
あ
る
。

 

 
外

へ
出

て
、

い
ろ

い
ろ

な
人

や
異

業
種

と
交

流
し

、
幅

を
広

げ
る
こ

と
が
重

要
だ

。
 

 
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
提
案
が
で
き
る
営
業
や

C
E
が
必
要
。

Io
T
を
活
用
し

て
予
防

保
守
を

行
う

こ
と
で

、
お

客
様
の

と
こ

ろ
に
カ

ス
タ

マ
ー
エ

ン
ジ
ニ

ア
が
修

理
の
み

で
出

向
く
回

数
は

減
る
だ

ろ
う

が
、
一

方
で

、
顧
客

訪
問
は

む
し
ろ
増
や
す
。

C
E
や
営
業
は
、
顧
客
の
現
場
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
改
善
提

案
を
行
う
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
働
き
方
に
変
革
さ
せ
て
い
く
。

 

 
そ

れ
に

は
顧
客

の
現

場
を
よ

く
理

解
す
る

こ
と

が
必
要

。
今

も
、
現

場
に
合

わ
せ
て

ハ
ー
ド

だ
け

で
は
な

く
サ

プ
ラ
イ

品
や

ソ
フ
ト

ウ
ェ

ア
も
含

め
た
運

用
提
案

を
実
施

し
て

い
る
。

例
え

ば
、
ラ

ベ
ル

の
貼
り

方
も

、
顧
客

の
現
場

で
、
ど

ん
な
人

が
ど

う
い
っ

た
働

き
方
を

し
て

い
る
か

を
知

ら
な
い

と
提
案

で
き
な
い
。
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  ④
～

⑤
 

④
保

険
業

D
社

 
⑤

金
融

業
E
社

 

規
模

（
資

本
金

、
従

業
員

数
）

 
 

50
億

円
以

上
 

 
5,

00
0
人

以
上

（
連

結
）

 

 
50

億
円

以
上

 

 
5,

00
0
人

以
上

 

主
な

事
業

内
容

 
損

害
保

険
事

業
 

総
合

金
融

サ
ー

ビ
ス

 

１
．

Io
T･

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

・
A

I
等

の
導

入
状

況
 

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
業

務
へ

の
A

Iや
音

声
認

識
技

術
の

導
入

 
顧

客
の

照
会

対
応

へ
の

A
Iの

試
験

的
導

入
、

仮
想

通
貨
の

試
行

等
 

 
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

業
務

の
一

部
に

人
工
知

能
（

A
I）

や
音

声
認

識
技

術
を

活

用
し

た
「

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

自
動

知
識

支
援

シ
ス

テ
ム

」
の

運
用

を
開

始
（

20
16

年
2
月

1
日

よ
り

）
。

 

 
音

声
デ

ー
タ

を
テ

キ
ス

ト
化

す
る

こ
と

で
Q

&
A

の
自

動
検

索
を

可
能

に
す

る
な

ど
、

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
業

務
の

効
率

化
を

図
っ

て
い

る
（

音
声

デ
ー

タ

の
認

識
率

は
90
％

を
超

え
て

い
る

）
。

 

 
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

は
も

と
も

と
人

手
不
足

で
あ

る
こ

と
に

加
え

て
、

ス
ト

レ

ス
が

高
い

業
務

ゆ
え

に
定

着
率

が
低

く
、

さ
ら

に
商

品
知

識
が

な
け

れ
ば

顧

客
対

応
が

で
き

な
い

こ
と

も
人

手
不

足
に

拍
車

を
か

け
て

い
た

。
慢

性
的

な

人
手

不
足

と
ベ

テ
ラ

ン
社

員
の

不
足

を
補

う
た

め
の

手
段

と
し

て
A

I
を

導

入
。

 

 
そ

の
他

、
営

業
向

け
の

商
品

問
い

合
わ

せ
シ

ス
テ

ム
を

A
I
に

て
実

装
し

、

20
17

年
2
月

よ
り

試
行

展
開

を
開

始
。

簡
単

な
キ

ー
ワ

ー
ド

入
力

で
FA

Q

を
表

示
さ

せ
る

仕
組

み
。

 

 
顧

客
か

ら
の

照
会

対
応

等
へ

の
A

Iの
導

入
、
支

店
へ
の
人

型
ロ
ボ
ッ
ト
の
配

置
、

ブ
ロ

ッ
ク

チ
ェ

ー
ン

技
術

を
使

っ
た

仮
想

通
貨
の

試
行

開
始
の

ほ
か
、

技
術

革
新

の
た

め
の

新
組

織
を

立
ち

上
げ

、
シ

リ
コ
ン

バ
レ

ー
に
も

拠
点
を

持
っ

て
Fi

nT
ec

h
等

の
次

世
代

ビ
ジ

ネ
ス

の
開

発
・

検
討

を
始

め
て
い
る
。

 

 
た

だ
し

、
研

究
・

試
行

を
始

め
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
実

用
化

は
ま
だ

こ
れ
か

ら
と

い
う

と
こ

ろ
。

 

２
．

雇
用

へ
の

影
響

 

（
既
に

生
じ

て
い

る
こ

と
）

 

雇
用

の
幅

が
拡

大
。

既
存

社
員

の
精

神
的
負

担
減

 
現

時
点

で
は

な
い

 

 
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

の
業

務
に

就
く

に
は
ノ

ウ
ハ

ウ
が

必
要

で
あ

っ
た

が
、

A
I

が
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
支

援
ツ

ー
ル

と
な

る
こ

と
で

ベ
テ

ラ
ン

で
な

く
て

も
対

応

で
き

る
よ

う
に

な
る

な
ど

、
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

業
務

へ
の

ハ
ー

ド
ル

が
下

が

り
、

採
用

対
象

者
の

幅
が

広
が

っ
た

。
 

 
日

常
の

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
は

軽
減

さ
れ

る
が

、
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

の
電

話
が

減
る

わ
け

で
は

な
い

た
め

、
A

Iが
導

入
さ

れ
た

と
は

い
え

、
社

員
の

日
々

の

業
務

に
は

大
き

な
変

化
は

な
い

。
 

 
ダ

イ
レ

ク
ト

バ
ン

キ
ン

グ
（

ネ
ッ

ト
バ

ン
キ

ン
グ

）
へ

の
シ

フ
ト
や

テ
レ
ビ

窓
口

導
入

等
、
各

種
IC

T
化

に
よ

り
、
個

人
顧

客
向
け

店
舗

の
軽
量
化
、
事

務
量

の
減

少
が

進
み

つ
つ

あ
る

。
た

だ
し

、
す

ぐ
に

店
舗
が

無
く
な

る
こ
と

は
な

く
、

現
時

点
で

は
人

員
を

絞
る

等
は

し
て

い
な

い
。

 

 
労

働
時

間
法

制
が

厳
し

く
な

る
中

、
IC

T
と

い
う

イ
ン
フ

ラ
が
一
人
あ
た
り

の
生

産
性

を
高

め
て

い
る

こ
と

は
事

実
。

た
だ

し
、

そ
れ
で

一
方
的

に
人
が

減
る

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
、

従
業

員
が

よ
り

高
度

化
・
複

雑
化
・

専
門
化

し
た

仕
事

に
取

組
ん

で
い

く
方

向
感

に
な

る
と

思
わ

れ
る

。
 

 
雇

用
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
現

時
点

で
は

、
IC

T
に
よ

る
も
の
よ
り
、
バ

ブ
ル

期
の

大
量

世
代

の
転

出
や

、
価

値
観

・
社

会
の

変
化
、

業
務
の

専
門
化

等
に

よ
る

人
員

構
成

の
変

化
の

影
響

が
大

き
い

。
 

３
．

雇
用

は
奪

わ
れ

る
か

 

  

A
Iに

代
わ

ら
れ

る
仕

事
も

あ
る

が
、
多

く
は

中
身

が
変

わ
り

、
雇

用
の

幅
が

広

が
る

 

完
全

代
替

は
さ

れ
な

い
。

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
部

分
は

軽
量

化
す

る
 

 
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

業
務

に
限

っ
て

言
え
ば

、
人

が
減

る
と

い
う

よ
り

は
、

採

用
の

幅
が

広
が

る
と

捉
え

て
い

る
。
雇

用
減

と
い

う
よ

り
、
仕

事
の

内
容
（

中

身
や

質
）
が

今
後

変
わ

る
と

捉
え

て
い
る

。
た

だ
、

C
X（

カ
ス

タ
マ

ー
エ

ク

ス
ペ

リ
エ

ン
ス

）
の

発
想

で
、
お

客
様
接

点
が

W
eb

や
ス

マ
ホ

に
シ

フ
ト

す

れ
ば

、
A

Iで
自

動
応

答
で

き
る

範
囲

が
拡

大
し

、
将

来
的

に
は

コ
ー

ル
セ

ン

タ
ー

で
の

電
話

受
け

は
減

少
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

 

 
コ

モ
デ

ィ
テ

ィ
化

し
た

事
務

処
理

や
単
純

な
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
は

A
I
で

対
応

で
き

る
。

例
え

ば
、

査
定

業
務

の
う

ち
パ

タ
ー

ン
化

し
や

す
い

単
純

作

 
お

客
様

と
の

繋
が

り
方

に
お

い
て

対
面

で
な

い
割

合
が

一
層

増
加
す

る
の
に

伴
い

（
窓

口
業

務
の

電
子

化
・

ネ
ッ

ト
化

、
投

資
相
談

で
の

A
I活

用
等
）
、

内
部

プ
ロ

セ
ス

で
の

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
は

軽
量

化
さ
れ

る
。

 

 
そ

の
部

分
で

の
採

用
減

の
可

能
性

は
あ

る
が

、
完

全
代

替
は

な
い
。

 

 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ
（

特
に

対
個

人
の

マ
ス

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
）
が

A
Iで

効
率

化
し

て
い

く
可

能
性

は
あ

る
。

だ
が

、
内

部
プ

ロ
セ

ス
で
経

営
判
断

を
し
た

り
、
法

人
に

対
し

目
利

き
を

す
る

仕
事

は
、

A
Iで

補
助
さ

れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も

、
完

全
な

置
き

換
え

は
難

し
い

と
思

わ
れ

る
。
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④
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D
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業
E
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業
は

B
R

M
S
な

ど
の

ル
ー

ル
エ

ン
ジ

ン
、

あ
る

い
は

A
Iに

よ
っ

て
代

替
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

た
だ

し
、

判
定

が
難

し
い

査
定

の
仕

事
は

当
面

残
る

。

A
Iは

確
率

の
提

示
は

で
き

る
が

、
最

終
判

定
ま

で
は

難
し

い
た

め
、
最

後
は

や
は

り
人

が
チ

ェ
ッ

ク
・

判
定

す
べ

き
も

の
も

多
い

。
 

４
．

雇
用

は
生

ま
れ

る
か

 
A

Iと
共

存
す

る
新

し
い

タ
イ

プ
の

仕
事

や
職

種
が

生
ま

れ
る

 
IC

T
化

を
支

え
る

部
分

や
高

度
化

・
専

門
化

部
分

で
新
し

い
仕

事
が
生
ま
れ
る

 

 
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
化

の
進

展
で

IT
業

界
が

生
ま

れ
成

熟
し

て
き

た
の

と
同

様
、

A
I化

の
進

展
で

”A
I業

界
”が

今
後

拡
大
し

て
い

く
と

考
え

て
い

る
。

 

 
A

Iを
活

用
す

る
に

は
適

用
分

野
の

検
討
、
試

行
に

は
じ

ま
り

、
デ

ー
タ

の
読

み
込

ま
せ

や
補

正
、

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
見

直
し

な
ど

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
業

務

が
多

数
発

生
す

る
。

今
後

、
こ

う
い

う
タ

イ
プ

の
仕

事
が

大
幅

に
増

え
て

い

く
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

 

 
基

本
的

に
は
“

仕
事

の
タ

イ
プ

”
が

変
わ

る
。
人

間
と

A
Iの

狭
間

で
「

こ
れ

を
使

っ
た

ら
新

し
い

ビ
ジ

ネ
ス

に
な

る
の

で
は

な
い

か
」

と
考

え
る

人
、

そ

れ
を

実
際

に
ビ

ジ
ネ

ス
に

付
加

す
る

人
、

そ
れ

を
社

員
に

教
育

す
る

人
、

そ

う
い

う
仕

事
が

生
ま

れ
る

だ
ろ

う
。

 

 
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
エ

コ
ノ

ミ
ー

へ
の

移
行

は
確

実
に

進
む

。
会

社
と

い
う

大
き

な
組

織
が

あ
っ

て
、

社
長

の
下

に
、

ピ
ラ

ミ
ッ

ド
型

に
社

員
が

か
し

ず
く

姿

は
今

後
流

行
ら

な
い

か
も

し
れ

な
い

。
誰

も
が

個
人

事
業

主
の

よ
う

に
な

り
、

個
人

事
業

主
同

士
が

つ
な

が
る

時
代

が
く

る
か

も
し

れ
な

い
。

A
Iの

有
無

に

か
か

わ
ら

ず
、
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
エ

コ
ノ
ミ

ー
の

影
響

な
ど

も
あ

り
、

10
年

先

に
は

産
業

構
造

の
大

き
な

変
化

が
見

込
ま

れ
、

ビ
ジ

ネ
ス

そ
の

も
の

の
中

身

も
変

化
し

て
い

く
の

で
、

A
I
に

よ
る

雇
用

の
影

響
な

の
か

、
A

I
と

は
関

係

な
く

変
わ

っ
て

い
く

部
分

な
の

か
を

、
き

ち
ん

と
切

り
分

け
て

分
析

す
る

こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
店

舗
の

軽
量

化
の

裏
返

し
と

し
て

、
電

子
化

・
ネ

ッ
ト

化
を

支
え
る

シ
ス
テ

ム
部

分
や

、
サ

ポ
ー

ト
、

電
話

で
の

照
会

対
応

等
、
新

し
い

仕
事
が

生
じ
て

い
る

。
 

 
IC

T
に

よ
っ

て
人

が
減

る
部

分
と

、
高

度
化

・
専

門
化

に
よ

り
人
が
必
要
な

部
分

が
あ

る
。

 

 
技

術
革

新
が

雇
用

の
幅

を
広

げ
る

か
に

つ
い

て
は

、
女

性
や

シ
ニ
ア

、
外
国

人
材

、
非

正
規
社

員
の

活
用

は
IC

T
の

進
化

と
は

か
か

わ
ら

ず
起
き
て
い
る
。

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
や

価
値

観
の

多
様

化
で

、
多

様
な

人
材
が

柔
軟
に

働
け
る

よ
う

に
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

、
IC

T
は

、
そ

れ
を

加
速

さ
せ
る
も
の
で
あ

る
と

捉
え

て
い

る
。

 

５
．

ど
の

よ
う

な
人

材
が

必
要

か
 

 

感
性

豊
か

な
人

材
、

論
理

的
な

思
考

が
で
き

る
人

材
 

常
識

的
な

判
断

が
で

き
る

人
材

、
専

門
性

の
あ

る
人

材
 

 
感

性
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

。
ま

た
、
企

業
と

し
て

は
、

多
様

な
人

材
を

抱

え
る

こ
と

も
重

要
と

な
る

。
 

 
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
は

必
要
と

な
る

が
、
「

A
I
が

わ
か

る
、

デ
ジ

タ
ル

が
で

き
る

」
人

材
は

少
数

精
鋭

で
良

く
、
現

実
社

会
に

お
い

て
A

Iで
何

を
実

現
し

た
い

か
を

立
案

で
き

る
人

材
が

必
要

。
 

 
ま

た
、

A
I化

を
進

め
る

に
は

、
事

務
処
理

な
ど

を
論

理
化

し
ル

ー
ル

エ
ン

ジ

ン
や

A
Iの

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
格

納
し
、
チ
ュ

ー
ニ

ン
グ

で
き

る
技

能
を

持
っ

た
人

が
よ

り
求

め
ら

れ
る

。
 

 
こ

の
よ

う
に

、
人

間
と

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
の

つ
き

あ
い

方
が

変
わ

る
。

つ
ま

り
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
活

用
が

「
機

械
化

・
省

力
化

の
ス

テ
ー

ジ
」

か
ら

、

「
A

I
と

い
う

少
し

不
思

議
な

と
こ

ろ
の

あ
る

人
間

と
付

き
合

う
よ

う
な

仕

事
の

ス
テ

ー
ジ

」
に

変
わ

っ
て

い
く

。
 

 
A

I等
が

普
及
・
進

展
す

る
と

、
よ

り
常

識
的

な
判

断
が

で
き

る
人
材
が
求
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。
貸

出
が

回
収
で

き
る

か
、
新

た
な
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

で
利

益
が

出
る

か
等

を
考

え
る

に
は
、

バ
ラ

ン
ス
の

取
れ
た

常
識

的
な

思
考

が
で

き
る

人
材

の
必

要
性

は
不

変
。
そ

の
上

で
、
そ

う
し
た

部
分

で
、

A
I
を

い
か

に
活

用
で

き
る

か
と

い
う

要
素

が
入

っ
て

く
る

だ
ろ

う
。

 

 
一

方
、

業
務

が
よ

り
専

門
化

・
高

度
化

し
て

い
く

中
で

、
人

材
に
も

よ
り
専

門
性

が
求

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

面
も

あ
る
。

従
来
型

の
ゼ
ネ

ラ
リ

ス
ト

だ
け

で
な

く
、

そ
う

し
た

人
材

の
確

保
・

育
成
も

重
要
と

な
っ
て

き
て

い
る

。
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 ⑥
～

⑧
 

⑥
旅

行
業

F
社

 
⑦

製
造

業
G
社

 
⑧
製
造
業

H
社

 

規
模

（
資

本
金

、
従

業
員

数
）

 
 

10
億

～
50

億
円

未
満

 

 
5,

00
0
人

以
上

（
グ

ル
ー

プ
全

体
）

 

 
50

億
円

以
上

 

 
5,

00
0
人

以
上

 

 
50

億
円
以
上

 

 
5,

00
0
人
以
上

 

主
な

事
業

内
容

 
総

合
旅

行
業

 
情

報
・

通
信

シ
ス

テ
ム

、
社

会
・

産
業

シ
ス

テ
ム

等
 

パ
ブ

リ
ッ

ク
事

業
､
エ

ン
タ

ー
プ

ラ
イ

ズ
事

業
､
テ

レ
コ

ム
キ

ャ
リ

ア
事

業
､
シ

ス
テ
ム
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

 

１
．

Io
T･

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

・
A

I
等

の
導

入
状

況
 

A
I等

の
導

入
に

つ
い

て
は

検
討

段
階

 
Io

T
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

ベ
ー

ス
と

す
る

事
業

展
開

の
開

始
 

A
I技

術
ブ
ラ
ン
ド
を
打
ち
出
し
関
連
事
業
強
化
、
自
社
に
も
導
入

 

 
新

規
事

業
、
既

存
事

業
の

進
化

に
お

い
て

も
大

き
な

テ
ー

マ
で

あ
り

、
現

在
、

取
り

組
み

を
進

め
る

べ
き

と
の

認
識

を
持

っ
て

い
る

。
 

 
20

18
年

ま
で

の
中

期
計

画
に

お
い

て
、

Io
T
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム
を
ベ
ー
ス

と
し

て
コ

ア
事

業
展

開
を

開
始

。
フ

ロ
ン

ト
機

能
を

強
化
し

た
マ
ー

ケ
ッ
ト

型
の

事
業

体
制

に
変

革
し

、
顧

客
と

の
協

創
を

加
速

さ
せ
、

サ
ー
ビ

ス
と
プ

ロ
ダ

ク
ト

の
両

輪
で

価
値

あ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
り
だ

そ
う
と

し
て
い

る
。

環
境

問
題

や
都

市
化

、
高

齢
化

な
ど

、
産

業
や

国
境
・

地
域
を

越
え
て

複
合

化
、

複
雑

化
す

る
社

会
課

題
に

対
し

て
、

長
年

培
っ

て
き

た
O

T

（
O

pe
ra

tio
na

l T
ec

hn
ol

og
y、

制
御

技
術

）・
プ

ロ
ダ
ク
ト

シ
ス
テ
ム
に
高
度

な
IT

を
組

み
合

わ
せ

た
事

業
展

開
を

進
め

よ
う

と
し
て

い
る

。
 

 
実

証
実

験
と

し
て

、
社

内
の

組
織

開
発

、
社

外
で

の
事
業

革
新

等
に
も
適
用
。 

 
A

Iを
活

用
し

た
組

織
活

性
化

の
実

証
実

験
・
事

業
を

実
施

し
て
い
る
（
生
体

デ
ー

タ
を

基
に

「
ハ

ピ
ネ

ス
度

」
を

上
げ

る
行

動
を
ウ

ェ
ア

ラ
ブ
ル

端
末
が

ア
ド

バ
イ

ス
す

る
も

の
な

ど
）
。

 

 
20

15
年
に

A
I関

連
事
業
の
強
化
を
発
表
。

A
I技

術
ブ
ラ
ン
ド
を
打
ち
出
す

と
と
も
に
、

A
Iの

迅
速
な
導
入
お
よ
び
活
用
を
支
援
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
社
内
向
け
に
も
導
入
・
活
用
を
進
め
て
い
る
。

 

 
A

I等
技
術
革
新
へ
の
対
応
は
、

20
16

年
か
ら
の
中
期
事
業
計
画
、
人
事
戦
略

の
テ
ー

マ
の
一

つ
で

あ
る
。

検
討

チ
ー
ム

を
作

り
、
雇

用
へ

の
影
響

等
を
検

討
し
始
め
た
と
こ
ろ
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の

1
つ
が
業
務
で
実
際
に
使
っ
て
み
る

と
い
う

こ
と
で

あ
り

、
た
と

え
ば

、
人
事

部
門

で
業
務

プ
ロ

セ
ス
に

「
ロ
ボ

ッ
ト
」
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
導
入
す
る
等
し
て
い
る
。

 

２
．

雇
用

へ
の

影
響

 

（
既
に

生
じ

て
い

る
こ

と
）

 

現
時

点
で

は
な

い
 

情
報

系
人

材
、

フ
ロ

ン
ト

人
材

が
不

足
 

現
時
点
で
は
な
い

 

 
現

時
点

で
は

な
い

。
 

 
新

し
い

技
術

特
有

の
課

題
と

い
っ

た
も
の

も
特

に
生

じ
て

い
な

い
。

当
社

の

仕
事

を
す

る
に

は
何

種
類

か
の

端
末

機
器

の
操

作
が

で
き

る
こ

と
が

必
要

だ

が
、

リ
テ

ラ
シ

ー
が

高
い

社
員

は
顧

客
対

応
が

迅
速

で
顧

客
満

足
度

も
高

い

と
い

っ
た

こ
と

は
、

Io
T･

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・

A
I以

前
か

ら
あ

る
こ

と
で

あ
る

。 

 
1．

の
流

れ
の

中
で

、
顧

客
と

相
対

し
、
顧

客
に

価
値

、
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の

提
供

を
行

う
「

フ
ロ

ン
ト

人
材

」
の

強
化

に
取

り
組
ん

で
い

る
。

 

 
中

期
計

画
に

お
い

て
、

海
外

を
中

心
に

2
万

人
の

増
員

を
計

画
し
推
進
中
で

あ
り

、
特

に
重

要
な

役
割
・
機

能
で

あ
る
「

顧
客

協
創

構
築

」「
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン

構
築

」
を

担
う

「
人

財
」

の
強

化
を

目
的

と
し

て
特
別

研
修
プ

ロ
グ
ラ

ム
を

展
開

中
で

あ
り

、
コ

ア
に

な
る

人
財

か
ら

段
階

的
な
受

講
を
進

め
て
い

る
。

 

 
人
事
や
経
理
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
導
入
。

交
通
費

精
算
の

確
証

や
通
勤

経
路

の
点
検

、
経

理
な
ら

ば
入

金
処
理

の
請
求

書
の
チ
ェ
ッ
ク
等
の
業
務
が
対
象
。
使
っ
て
み
た
結
果
、「

こ
の
業
務
に
つ
い

て
は
、

こ
の
く

ら
い

の
工
数

が
削

減
で
き

そ
う

だ
」
と

い
っ

た
こ
と

が
見
え

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

 
書

類
に

必
要
事

項
が

記
載
さ

れ
て

い
る
か

ど
う

か
、
証

跡
が

妥
当
で

あ
る
か

等
の
チ

ェ
ッ
ク

作
業

に
向
い

て
い

る
。
こ

れ
ら

の
作
業

の
中

に
は
、

今
ま
で

も
デ
ジ

タ
ル
か

つ
定

型
フ
ォ

ー
マ

ッ
ト
化

さ
れ

た
デ
ー

タ
で

あ
れ
ば

処
理
で

き
て
い
た
が
現
在
は
そ
う
し
た
必
要
性
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

 

 
判

断
業

務
も
、

従
来

は
基
準

を
言

語
化
す

る
の

が
難
し

か
っ

た
が
、

最
近
で

は
A

Iの
学
習
能
力
の
向
上
に
よ
り
そ
れ
も
克
服
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 

３
．

雇
用

は
奪

わ
れ

る
か

 

  

あ
く

ま
で

「
人

財
」

が
基

盤
 

代
替

が
進

む
分

野
が

あ
っ

て
も

、
全

体
は

そ
れ

ほ
ど

減
ら
な

い
 

単
純
な
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
事
は
代
替

 

 
技

術
革

新
の

影
響

は
最

終
的

に
は

雇
用
に

も
影

響
す

る
だ

ろ
う

。
だ

が
、

新

し
い

技
術

の
活

用
で

、
業

務
を

効
率

化
し

人
を

増
や

さ
な

く
て

も
仕

事
が

回

る
よ

う
に

す
る

と
い

う
こ

と
よ

り
も

、
お

客
様

に
対

し
て

高
い

サ
ー

ビ
ス

を

し
っ

か
り

提
供

し
、

よ
り

多
く

の
需

要
、

端
的

に
い

え
ば

売
上

げ
を

獲
得

す

る
こ

と
の

ほ
う

が
大

事
だ

と
考

え
て

い
る

。
 

 
当

社
は

サ
ー

ビ
ス

業
を

基
本

と
し

て
お
り

、
「

人
」

に
負

う
領

域
が

大
き

い
。

会
社

の
基

盤
は

「
人

財
」

で
あ

る
。

新
し

い
技

術
を

使
っ

て
人

を
削

減
す

る

と
い

う
方

向
で

は
な

い
。

お
客

様
の

支
持

を
得

る
た

め
に

、
新

し
い

技
術

や

「
人

財
」

を
い

か
に

活
用

す
る

か
が

一
番

の
テ

ー
マ

で
あ

る
。

 

 
社

内
で

は
「

A
I
は

雇
用

を
奪

う
か

」
と

い
っ

た
議

論
は

し
て

い
な

い
。

A
I

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
働

く
人

の
幸

福
感

を
向

上
さ

せ
、
ホ

ワ
イ
ト

カ
ラ
ー

の
生

産
性

を
高

め
ら

れ
る

。
 

 
た

だ
、
深

層
学

習
な

ど
を

通
じ

て
効

率
・
生

産
性

を
上

げ
ら

れ
る
分
野
で
は
、

雇
用

の
代

替
が

生
じ

る
可

能
性

は
あ

る
だ

ろ
う

（
例

え
ば
、

採
用
の

初
期
過

程
は

、
A

I等
が

得
意

と
す

る
領

域
だ

ろ
う

）
。

 

 
A

Iで
も

地
道

な
作

業
が

多
い

。
指

示
に

従
っ

て
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ
を
す
る
よ

う
な

分
厚

い
中

間
層

の
業

務
は

今
後

も
あ

る
。

大
き

な
シ
ス

テ
ム
構

築
で
は

仕
様

通
り

の
作

業
が

必
要

。
雇

用
は

あ
ま

り
変

わ
ら

な
い

と
思
う
。

 

 
技

術
革

新
に
よ

り
仕

事
は
確

実
に

な
く
な

る
。

過
去
に

も
そ

う
い
う

こ
と
は

あ
っ
た

（
「
書
記

さ
ん

」
と
い

う
仕

事
が
な

く
な

っ
た
等
）
。
だ
が

、
そ

れ
で

雇
用
が

な
く
な

る
か

は
別
問

題
で

あ
る
。

仕
事

は
常
に

あ
り

、
雇
用

機
会
が

な
く
な
る
か
ど
う
か
は
、
労
働
力
の
移
動
可
能
性
の
問
題
で
あ
る
。

 

 
技
術
革
新
で
、
か
え
っ
て
仕
事
が
忙
し
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

PC
が
一
人
一

台
ず
つ

配
備
さ

れ
る

よ
う
に

な
っ

た
が
、

そ
れ

で
仕
事

が
早

く
終
わ

る
よ
う

に
な
っ

た
か
と

い
う

と
、
そ

う
で

も
な
い

。
処

理
で
き

る
仕

事
量
が

増
え
た

り
、
別
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

 
A

Iで
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
事
だ
け
を
し
て
い
る
人
は
、
代
替
さ
れ
厳
し
く
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 ⑥
～

⑧
 

⑥
旅

行
業

F
社

 
⑦

製
造

業
G
社

 
⑧
製
造
業

H
社

 

 
「

目
利

き
」

が
必

要
と

な
る

部
分

は
、
ど

う
し

て
も

人
が

介
在

し
な

け
れ

ば

い
け

な
い

。
お

客
様

履
歴

を
確

認
し

、
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
情

報
を

検
索

し

た
り

、
提

案
す

る
「

目
利

き
」

の
力

が
求

め
ら

れ
る

。
そ

の
際

に
は

端
末

操

作
ス

キ
ル

も
必

要
と

な
る

。
さ

ら
に

、
対

面
販

売
に

お
い

て
は

、
お

客
様

が

真
に

何
を

求
め

て
い

る
の

か
を

推
し

量
っ

て
行

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

い

わ
ゆ

る
単

純
作

業
は

も
っ

と
効

率
化

で
き

、
ま

た
、

目
利

き
を

す
る

た
め

の

材
料

を
挙

げ
る

行
為

は
、

勘
と

経
験

に
頼

る
の

で
は

な
く

、
も

っ
と

シ
ス

テ

マ
チ

ッ
ク

に
進

め
ら

れ
る

と
考

え
て

い
る

。
だ

が
、

最
後

の
段

階
で

、
ど

れ

を
お

客
様

に
提

供
す

る
か

を
決

め
る

部
分

は
、

機
微

の
よ

う
な

も
の

も
加

味

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
Io

T
を

事
業
と

し
て

進
め
る

上
で

、
人
が

減
る

こ
と
は

考
え

ら
れ
な

い
。

お

客
様

と
相

対
す

る
フ

ロ
ン

ト
は

、
海

外
で

の
仕

事
が
増

え
て

お
り
、

圧
倒
的

に
人

が
足

り
な

い
。

国
内

外
合

わ
せ

る
と

、
全

体
は
そ

れ
ほ

ど
減
ら

な
い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

 
人

事
の

よ
う

な
部

門
で

は
、

事
務

的
な

作
業

は
減

る
だ

ろ
う

。
事
務

作
業
の

ア
ウ

ト
プ

レ
ー

ス
メ

ン
ト

化
が

さ
ら

に
進

む
可

能
性
が

あ
る

。
ま
た

、
人
事

へ
の

問
い

合
わ

せ
の

音
声

デ
ー

タ
、
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

を
約

10
年
分
蓄
積
し

て
お

り
、

A
Iを

活
用

し
た

効
率

化
が

考
え

ら
れ

る
。
た
だ

、
ま
だ
研
究
段
階

で
あ

る
。

 

な
る
だ

ろ
う
。

だ
が

、
た
と

え
ば

人
事
部

で
あ

れ
ば
、

コ
ー

チ
ン
グ

や
ミ
ド

ル
の
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル
テ

ィ
ン

グ
も
し

て
い

る
。
そ

う
し

た
仕
事

が
増
え

て
、
楽

に
な
る

と
い

え
る
の

か
、

そ
れ
と

も
労

働
強
化

な
の

か
は
、

人
に
よ

る
し
、
そ
の
と
き
の
企
業
環
境
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。

 

 
採
用
活
動
で
の

A
Iの

活
用
実
験
も
行
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
当
社
の
雇

用
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。

 

４
．

雇
用

は
生

ま
れ

る
か

 
新

し
い

ビ
ジ

ネ
ス

が
生

ま
れ

れ
ば

新
し

い
「

人
財

」
ニ

ー
ズ

が
生

じ
る

 
新

し
い

ビ
ジ

ネ
ス

が
生

ま
れ

れ
ば

新
し

い
人

材
ニ

ー
ズ

が
生

じ
る

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
製
化
等
で
雇
用
が
生
じ
る
可
能
性
あ
り

 

 
A

I等
に

は
新

し
い

技
術

を
活

用
し

て
新

規
の

事
業

を
創

る
面

が
あ

る
。
新

し

い
事

業
が

で
き

れ
ば

、
新

し
い

「
人

財
」

ニ
―

ズ
が

生
ま

れ
る

。
各

所
で

新

規
事
業
展
開
を
検
討
･
推
進
中
で
あ
る
。

 

 
社

内
外

の
様

々
な

場
面

で
、

実
験

的
な

取
組

を
実

施
し

て
い

る
。
次

の
コ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

の
確

立
に

は
ま

だ
至

っ
て

い
な

い
が

、
新
し

い
ビ

ジ
ネ
ス

が
で
き

れ
ば

、
新

し
い

人
材

ニ
ー

ズ
が

生
ま

れ
る

。
 

 
「

ロ
ボ

ッ
ト
」

を
自

前
で
作

り
、

事
業
と

し
て

広
げ
て

い
く

場
合
に

は
、
自

社
で
人

を
雇
う

（
雇

用
が
生

ま
れ

る
）
こ

と
に

な
る
。

マ
ク

ロ
で
見

れ
ば
仕

事
は
常
に
あ
り
、「

雇
用
が
生
ま
れ
る
か
」
は
人
が
動
け
る
か
（
労
働
市
場
の

モ
ビ
リ

テ
ィ
）

に
か

か
っ
て

い
る

。
政
府

に
は

、
労
働

法
制

の
見
直

し
よ
り

も
、
モ

ビ
リ
テ

ィ
を

高
め
る

支
援

を
し
て

ほ
し

い
。
ま

た
、

新
し
い

技
能
や

ス
キ
ル

を
身
に

つ
け

る
こ
と

は
、

一
企
業

内
で

は
対
応

し
き

れ
な
い

部
分
が

あ
り
、
国
に
は
そ
こ
を
支
援
し
て
ほ
し
い
。

 

５
．

ど
の

よ
う

な
人

材
が

必
要

か
 

  

顧
客

へ
の

提
案

力
を

持
つ

「
人

財
」

 
新

し
い

ビ
ジ

ネ
ス

を
考

え
ら

れ
る

人
材

、
価

値
･
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
で

き
る

人
材

 

読
解
力
、
対
話
力
、
論
理
的
思
考
力

 

 
A

I、
Io

T
等

を
活

用
し

て
、

社
員

を
通

じ
て

お
客

様
に

価
値

を
提

供
し

て
い

く
と

い
う

観
点

か
ら

、
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
力

、
提

案
力

等
が

益
々

必
要

と

な
る

。
 

 
今

ま
で

に
な

い
よ

う
な

Io
T
の

ト
レ

ン
ド

を
知

る
こ

と
や

、
外

部
の

シ
ス

テ

ム
会

社
や

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
と

連
携

を
と

れ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

力
が

求
め

ら
れ

る
部

分
が

あ
る

。
 

 
新

し
い

技
術

を
活

用
す

る
「

人
財

」
を
ど

う
や

っ
て

創
っ

て
い

く
か

。
具

体

的
に

は
教

育
研

修
を

ど
う

す
る

か
が

今
後

ま
す

ま
す

重
要

に
な

っ
て

い
く

だ

ろ
う

。
 

 
社

内
外

を
問

わ
ず

、
新

し
い

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

考
え

ら
れ

る
人
材

の
獲
得

ニ
ー

ズ
が

強
い

。
 

 
マ

ス
対

応
と

し
て

も
、
既

存
の

モ
ノ

の
提

供
型

か
ら

、
新
し

い
価
値
の
提
供
、

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
提

供
へ

、
マ

イ
ン

ド
セ

ッ
ト

が
必
要

と
な

っ
て
お

り
、
順

次
研

修
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
 

 
こ

れ
か

ら
社
会

人
に

な
る
若

者
が

身
に
つ

け
る

べ
き
ス

キ
ル

・
能
力

に
つ
い

て
は
、

た
と
え

ば
文

章
の
読

解
力

や
対
話

力
（

想
像
力

、
愛

情
）
な

ど
は
代

替
が
難

し
い
と

も
い

わ
れ
て

い
る

。
特
に

コ
ン

テ
ク
ス

ト
が

異
な
る

海
外
と

の
や
り

取
り
な

ど
、

異
文
化

で
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
ス

キ
ル
に

長
け
て

い
る
人
材
は
今
後
も
高
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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  ⑨
～

⑪
 

⑨
保

険
業

I社
 

⑩
IT

業
J社

 
⑪

IT
業

K
社

 

規
模

（
資

本
金

、
従

業
員

数
）

 
 

－
 

 
5,

00
0
人

以
上

 

 
3
千

万
～

5
千

万
円

未
満

 

 
20

～
29

人
 

 
10

億
～

50
億
円
未
満

 

 
5,

00
0
人
以
上
（
連
結
）

 

主
な

事
業

内
容

 
生

命
保

険
業

免
許

に
基

づ
く

保
険

の
引

受
け

、
資

産
の

運
用

 
情

報
処

理
サ

ー
ビ

ス
及

び
IT

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

 
ER

P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
の
開
発
・
販
売
・
サ
ポ
ー
ト

 

１
．

Io
T･

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

・
A

I
等

の
導

入
状

況
 

ホ
ワ

イ
ト

カ
ラ

ー
の

生
産

性
向

上
の

ソ
フ
ト

ウ
ェ

ア
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
 

ホ
ワ

イ
ト

カ
ラ

ー
の

生
産

性
向

上
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

ロ
ボ
ッ

ト
開
発

 
A

Iや
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
組
み
込
ん
だ

ER
P
シ
ス
テ
ム
開
発

 

 
平

成
26

年
度

か
ら

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
ロ

ボ
ッ

ト
を

銀
行

窓
販

部
門

の
バ

ッ
ク

オ
フ

ィ
ス

部
門

に
導

入
。

 

 
平

成
29

年
3
月

末
時

点
で

16
業

務
に
同

技
術

を
適

用
。

 

 
具

体
的

な
適

用
事

例
を

挙
げ

る
と

、
従
来

は
お

客
様

か
ら

の
住

所
変

更
の

申

し
出

を
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

で
受

け
付

け
た

後
、

申
出

内
容

を
紙

で
出

力
し

、

出
力

さ
れ

た
紙

を
見

な
が

ら
再

度
デ

ー
タ

を
手

入
力

し
て

い
た

。
そ

の
入

力

業
務

を
ロ

ボ
ッ

ト
が

代
替

し
て

い
る

。
 

 
ホ

ワ
イ

ト
カ

ラ
ー

の
生

産
性

を
革

新
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
ロ

ボ
ッ

ト
を

開

発
。

多
種

多
様

な
定

型
作

業
を

ロ
ボ

ッ
ト

が
代

行
。
マ

ン
パ

ワ
ー
よ

り
も
早

く
、

正
確

で
ミ

ス
が

な
い

た
め

、
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル
、

品
質

、
コ
ス

ト
を
改

善
す

る
こ

と
が

可
能

。
属

人
的

な
ノ

ウ
ハ

ウ
を

ロ
ボ
ッ

ト
化

で
き
る

点
が
、

同
社

製
品

の
特

徴
。

 

 
20

09
年

に
は

大
手

通
信

グ
ル

ー
プ

へ
ラ

イ
セ

ン
ス

導
入
。

20
11

年
に
は
順
調

に
ラ

イ
セ

ン
ス

を
拡

販
し

、
現

在
ま

で
に

保
険

業
界
、

流
通

・
小
売

業
界
な

ど
幅

広
い

業
界

で
、

10
0
社

を
越

え
る

企
業

に
4,

00
0
体

以
上

の
ロ
ボ
ッ
ト
を

提
供

。
 

 
A

I
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
組
み
込
ん
だ
世
界
初
の
人
工
知
能
型

ER
P
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
、

20
15

年
12

月
に
リ
リ
ー
ス
し
た
。
入
力
と
い
っ
た
単
純
作

業
や
ル

ー
テ
ィ

ン
ワ

ー
ク
か

ら
人

を
解
放

し
、

よ
り
自

由
で

ク
リ
エ

イ
テ
ィ

ブ
な
仕
事
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

 
当
社
の

ER
P
シ
ス
テ
ム
は
、
か
な
り
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
形
で
個
人
の

仕
事
を

支
援
す

る
こ

と
が
で

き
る

。
た
と

え
ば

、
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
ソ

フ
ト
か

ら
い
つ

ど
こ
で

誰
に

会
う
か

を
確

認
し
、

出
先

で
領
収

書
の

写
真
を

ク
ラ
ウ

ド
に
上
げ
て
お
け
ば
、
帰
社
時
に
は
交
通
費
の
精
算
書
が
で
き
て
い
る
等
。

 

 
社

内
的

に
も
、

リ
リ

ー
ス
前

に
社

内
の
限

ら
れ

た
範
囲

で
導

入
実
験

を
し
、

現
在
は
全
社
レ
ベ
ル
で
導
入
・
稼
働
を
開
始
し
て
い
る
。

 

２
．

雇
用

へ
の

影
響

 

（
既
に

生
じ

て
い

る
こ

と
）

 

お
客

様
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

や
生

産
性

の
高

い
業

務
へ

の
シ

フ
ト

が
生

じ
て

い

る
 

「
労

働
」
「

作
業

」
を

削
減

し
、
「

仕
事

」
へ

集
中

で
き
る

環
境

を
実
現

 
外
注
コ
ス
ト
が
減
少

 

 
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

に
よ

り
、

転
記

入
力
等

の
単

純
作

業
が

減
少

。
そ

の
分

、

職
員

は
よ

り
丁

寧
な

お
客

様
サ

ー
ビ

ス
や

改
善

提
案

等
の

前
向

き
な

仕
事

に

労
力

を
割

け
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
実

際
、

改
善

提
案

数
は

昨
年

よ
り

増

え
て

お
り

、
生

産
性

の
高

い
業

務
に

シ
フ

ト
し

て
き

た
結

果
と

捉
え

て
い

る
。 

 
導

入
目

的
は

業
務

量
の

増
加

へ
の

対
応
の

た
め

で
あ

る
。

現
在

は
ロ

ボ
ッ

ト

が
約

20
名

分
の

仕
事

を
担

っ
て

お
り

、
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

し
て

い
な

け
れ

ば

業
務

逼
迫

や
残

業
が

発
生

し
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
生

産
性

が
低

い
間

接
業

務
に

お
け

る
ル

ー
チ

ン
業

務
を

劇
的

に
削
減

す
る
こ

と
が
可

能
。
「

労
働

」
「

作
業

」
を

削
減

し
、

人
は

よ
り
総

合
的

な
「
仕

事
」

に
集

中
す

る
こ

と
で

、
心

に
余

裕
も

生
ま

れ
る

。
 

 
そ

も
そ

も
ユ

ー
ザ

ー
側

か
ら

要
望

さ
れ

る
シ

ス
テ

ム
化

（
自

動
化
）

起
案
の

内
、

R
O

I
等

の
問

題
等

で
自

動
化

が
断

念
さ

れ
た

数
多
く

の
ル
ー
チ
ン
ワ
ー

ク
課

題
は

す
べ

て
ユ

ー
ザ

ー
（

人
）

が
や

ら
ざ

る
を

え
ず
、

経
年
で

積
み
重

な
る

、
か

つ
、

解
決

さ
れ

な
い

構
造

的
不

能
の

状
況

が
大
前

提
。
し

た
が
っ

て
R

PA
に

よ
り

初
め

て
解

決
不

能
と

捉
え

ら
れ

て
き

た
問

題
が

解
消

さ
れ

る
た

め
、

現
場

に
と

っ
て

は
仕

事
を

奪
う

ど
こ

ろ
か

、
救
世

主
と
い

う
扱
い

の
た

め
、

擬
人

化
す

る
習

慣
。

 

 
導

入
し

た
日

本
生

命
で

は
、
ロ

ボ
ッ

ト
を

社
員

と
み

な
し
、「

ロ
ボ
ッ
ト
入
社

式
」
（

ニ
ッ

セ
イ

ロ
ボ

美
）

を
行

っ
て

い
る

。
 

 
雇

用
へ

の
直

接
的

な
影

響
で

は
な

い
が

、
業

務
へ

の
効

果
は

以
下
の
と
お
り
。 

－
日

本
生

命
で

は
新

規
契

約
や

請
求

書
の

デ
ー

タ
入

力
等

の
16

業
務
に
適

用
し

20
名

分
以

上
の

社
員

の
仕

事
を

代
替

し
て

い
る
。

  

－
三

井
住

友
海

上
プ

ラ
イ

マ
リ

ー
生

命
保

険
で

は
事

務
ロ

ボ
ッ

ト
が

毎
月

50
人

日
分

の
作

業
を

代
行

し
て

い
る

。
 

－
三

菱
東

京
Ｕ

Ｆ
Ｊ

銀
行

で
は

20
14

年
夏

か
ら

R
PA

導
入
を
本
格
化
、
行

内
の

20
業

務
へ

の
適

用
に

よ
り

2
万

時
間

分
の

手
作

業
を
削
減
。
初
適

用
は

団
体

信
用

保
険

の
申

込
の

再
確

認
。

 

 
導

入
効

果
（
コ

ス
ト

削
減
）

が
得

ら
れ
た

か
ど

う
か
は

、
社

内
で
も

試
算
中

だ
が
、
こ
れ
ま
で
専
門
業
者
に
頼
ん
で
い
た
一
部
の
単
純
作
業
的
な
も
の
は
、

か
な
り
削
減
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

 

 
デ

ー
タ

の
入
力

を
半

減
さ
せ

る
（

過
去
の

入
力

の
情
報

の
学

習
・
サ

ジ
ェ
ス

ト
）
こ

と
や
、

メ
ー

ル
や
チ

ャ
ッ

ト
、
ス

プ
レ

ッ
ド
シ

ー
ト

な
ど
の

オ
フ
ィ

ス
機
能
と
業
務
シ
ス
テ
ム
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
。

 

３
．

雇
用

は
奪

わ
れ

る
か

 

 

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

活
用

に
よ

り
単

純
作

業
は
減

っ
て

い
く

 
ル

ー
チ

ン
業

務
は

激
減

し
、

人
が

や
る

べ
き

仕
事

に
振

り
向

け
る

 
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
や
単
純
作
業
は
な
く
な
る
が
、
そ
の
分
人
は
よ
り
高
度
な

仕
事
に
シ
フ
ト
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 ⑨
～

⑪
 

⑨
保

険
業

I社
 

⑩
IT

業
J社

 
⑪

IT
業

K
社

 

 
 
ロ

ボ
ッ

ト
活

用
が

広
が

れ
ば

単
純

作
業

は
減

っ
て

い
く

で
あ

ろ
う

。
一

方
で

、

よ
り

付
加

価
値

の
高

い
お

客
様

サ
ー

ビ
ス

に
資

す
る

仕
事

の
割

合
が

増
え

た

り
、

ロ
ボ

ッ
ト

が
担

う
業

務
を

検
討

・
作

成
・

管
理

す
る

仕
事

が
新

た
に

生

じ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
現

在
の

事
務

の
担

い
手

は
徐

々
に

そ
う

い
っ

た
仕

事
に

シ
フ

ト
し

て
い

く
と

思
わ

れ
る

が
、

特
に

ロ
ボ

ッ
ト

関
係

の
業

務
に

つ
い

て
は

一
足

飛
び

に
は

い

か
な

い
の

で
、

徐
々

に
丁

寧
に

担
当

で
き

る
人

材
を

広
げ

て
い

く
ス

テ
ッ

プ

が
必

要
で

あ
ろ

う
。

 

 
20

25
年

ま
で

に
全

世
界

で
1
億

人
以

上
の

知
的

労
働

者
、

も
し
く
は

1/
3
の

仕
事

が
R

PA
に

置
き

換
わ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

が
、
雇

用
を

奪
う
と
い
う
考

え
方

で
は

な
く

、
ル

ー
チ

ン
業

務
の

よ
う

な
「

労
働

」
が
な

く
な
り

、
本
来

人
が

や
る

べ
き

仕
事

に
人

を
振

り
向

け
る

こ
と

を
可

能
に
す

る
も
の

と
解
釈

し
て

い
る

。
 

 
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

は
確

実
に

進
展

す
る

。
ロ

ボ
ッ

ト
は

絶
対

に
ミ
ス

を
し
な

い
の

で
、

一
度

導
入

が
進

む
と

後
戻

り
は

し
に

く
く

、
間
違

い
な
く

デ
ジ
タ

ル
・

レ
イ

バ
ー

の
時

代
が

や
っ

て
く

る
。

 

 
当
社
の

ER
P
シ
ス
テ
ム
は
か
な
り
高
度
な
人
事
や
経
理
の
仕
事
も
で
き
る
。

作
業
に

よ
っ
て

は
工

数
の
半

減
も

可
能
。

経
理

の
集
計

処
理

室
の
ス

タ
ッ
フ

な
ど
は

、
仕
事

が
な

く
な
る

こ
と

が
危
惧

さ
れ

て
い
る

が
、

そ
れ
は

、
か
つ

て
は
算

盤
、
そ

の
後

は
電
卓

を
操

作
し
て

い
た

人
が
い

な
く

な
っ
た

の
と
同

じ
こ
と

で
、
そ

の
後

、
そ
の

人
達

は
、
財

務
体

質
を
ど

う
変

え
る
か

、
決
算

を
ど
う
改
善
す
る
か
と
い
っ
た
、
よ
り
高
度
な
仕
事
に
就
い
て
い
る
。

A
Iで

も
こ
う
し
た
業
務
の
高
度
化
が
加
速
さ
れ
る
と
捉
え
て
い
る
。

 

４
．

雇
用

は
生

ま
れ

る
か

 
新

た
な

シ
ス

テ
ム

や
仕

組
み

を
管

理
す

る
仕

事
は

増
え

る
 

R
PA

革
命

を
主

導
で

き
れ

ば
、

新
た

な
雇

用
を

生
み

出
せ
る

 
5
年
で
従
業
員
が
倍
増
し
て
い
る

 

 
ロ

ボ
ッ

ト
や

A
I等

の
新

規
技

術
の

適
用

範
囲

の
拡

大
に

伴
い

、
そ

れ
ら

の
シ

ス
テ

ム
や

仕
組

み
を

管
理

す
る

仕
事

は
今

後
増

え
て

い
く

と
思

わ
れ

る
。

 

 
日

本
が

R
PA

革
命

に
乗

り
遅

れ
る

と
雇

用
が

失
わ

れ
る
可

能
性
が
あ
る
が
、

リ
ー

ド
す

れ
ば

逆
に

雇
用

創
出

も
可

能
で

あ
る

。
 

 
そ

も
そ

も
本

質
的

に
す

る
べ

き
こ

と
や

、
現

場
の

直
観

や
仮

説
が
ロ

ボ
ッ
ト

に
よ

り
実

現
で

き
る

た
め

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
し
や

す
く
、

仕
事
や

付
加

価
値

が
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
に

増
大

す
る

。
 

 
既

に
生

じ
て
い

る
こ

と
と
し

て
、

自
動
翻

訳
の

機
能
を

シ
ス

テ
ム
に

組
み
込

む
こ
と
で
、
言
語
の
壁
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
社
員
の

4
割
は
外
国
人
だ

が
、
た
と
え
精
度
が

7～
8
割
で
あ
っ
て
も
、
自
動
翻
訳
機
能
を
利
用
す
る
こ

と
で
会

話
を
円

滑
化

で
き
る

。
中

国
や
イ

ン
ド

な
ど
海

外
の

エ
ン
ジ

ニ
ア
に

か
な
り

の
ス
ピ

ー
ド

で
対
応

す
る

必
要
が

あ
る

が
、
そ

の
た

め
に
語

学
の
で

き
る
人

を
雇
う

の
は

本
末
転

倒
。

言
語
の

壁
が

な
く
な

れ
ば

、
業
務

の
で
き

る
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
ま
た
、
こ
の

5
年
で
従
業
員
数
が
倍
に
な
っ
て
い
る
。

 

 
た

だ
し

、
国
内

で
は

人
材
が

不
足

し
て
い

る
の

で
、
海

外
に

お
け
る

優
秀
人

材
の
獲

得
を
加

速
し

て
い
る

（
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ

サ
イ
エ

ン
ス

で
博
士

号
を
持

っ
て

い
る

人
は

日
本

に
ご

く
僅

か
だ

が
、

中
国

や
イ

ン
ド

に
は

豊
富

に
い

る
）
。

 

 
国
内
人
材
に
つ
い
て
は
、「

採
っ
て
育
成
す
る
」
取
り
組
み
と
し
て
、
独
自
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

 

５
．

ど
の

よ
う

な
人

材
が

必
要

か
 

 

（
事

務
手

続
き

や
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

担
う
部

門
に

お
い

て
は

）
幅

広
い

視
点

で

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

提
案

で
き

る
人

材
や
、
高

い
専

門
性

を
背

景
に

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

具
現

化
で

き
る

人
材

 

ロ
ボ

ッ
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

ロ
ボ

ッ
ト

を
使

う
ア

イ
デ
ア

を
持
つ
人
材

 
A

Iの
開
発
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
用
を
考
え
る
人
材

 

 
前

者
に

つ
い

て
、

技
術

の
進

歩
や

多
様
化

が
急

速
に

進
む

中
に

お
い

て
は

、

従
来

の
手

法
に

囚
わ

れ
な

い
視

点
か

ら
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
検

討
す

る
事

が

ま
す

ま
す

重
要

に
な

っ
て

く
る

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

調
査

・

研
究

を
通

じ
て

新
し

い
技

術
を

吸
収

す
る

事
や

、
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン

等
を

通
じ

て
多

様
な

経
験

を
積

み
、

変
化

を
受

け
入

れ
る

柔
軟

性
を

身
に

付

け
る

事
が

必
要

で
あ

ろ
う

。
 

 
後

者
に

つ
い

て
、
今

後
ロ

ボ
ッ

ト
や

A
I等

シ
ス

テ
ム

が
担

う
業

務
が

増
え

る

事
が

想
像

さ
れ

る
中

に
お

い
て

は
、

事
務

担
当

者
は

シ
ス

テ
ム

（
関

係
者

）

に
的

確
に

要
望

を
伝

え
る

事
の

重
要

性
が

増
す

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め

に
は

、
作

業
手

順
等

の
外

形
的

な
部

分
だ

け
で

な
く

事
務

の
仕

組
み

や
本

質

を
理

解
し

た
う

え
で

要
望

を
整

理
す

る
事

が
求

め
ら

れ
る

た
め

、
こ

れ
ま

で

以
上

に
高

い
専

門
性

が
必

要
に

な
っ

て
く

る
だ

ろ
う

。
加

え
て

、
シ

ス
テ

ム

で
代

替
さ

れ
る

範
囲

の
広

が
り

を
考

慮
す

る
と

一
定

程
度

の
シ

ス
テ

ム
リ

テ

ラ
シ

ー
が

あ
る

と
な

お
良

い
だ

ろ
う

。
 

 
ロ

ボ
ッ

ト
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
で

き
る

よ
う

な
職

種
や

ス
キ

ル
を
持

つ
人
材

が
必

要
と

な
る

。
つ

ま
り

、
ロ

ボ
ッ

ト
に

さ
せ

る
べ
き

仕
事

、
ロ
ボ

ッ
ト
に

さ
せ

て
は

い
け

な
い

仕
事

の
峻

別
を

行
い

、
こ

こ
に
何

ら
か

の
標
準

化
を
持

ち
込

ん
だ

り
、

ル
ー

ル
づ

く
り

が
で

き
る

人
が

必
要
と

な
る

。
 

 
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
ロ

ボ
ッ

ト
を

使
う

こ
と

で
、

埋
も

れ
て

い
た

ア
イ
デ

ア
を
形

に
で

き
る

。
つ

ま
り

、
デ

ジ
タ

ル
・
レ
イ

バ
ー

の
時

代
に

は
、「

何
が
し
た
い

の
か

」
と

い
う

想
い

や
ア

イ
デ

ア
が

あ
る

人
が

強
い
（

そ
の

想
い
や

ア
イ
デ

ア
こ

そ
が

「
仕

事
」

に
な

る
た

め
）
。

 

 
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ

サ
イ

エ
ン
ス

を
専

門
で
学

ん
だ

人
材
ば

か
り

で
な
く

、
イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

と
導

入
研
修

に
よ

り
、
専

門
外

の
人
材

も
エ

ン
ジ
ニ

ア
と
し

て
育
成
し
て
い
る
。

 

 
米

国
、

中
国
、

イ
ン

ド
な
ど

の
人

材
に
比

べ
て

、
日
本

の
人

材
は
、

大
学
の

4
年
分

、
能
力

開
発

が
遅
れ

て
い

る
印
象

が
あ

る
。
大

学
に

求
め
る

こ
と
と

し
て
、

キ
ャ
ッ

チ
ア

ッ
プ
中

心
の

講
義
で

は
な

く
、
自

分
で

考
え
る

こ
と
、

答
え
の

な
い
こ

と
に

ど
う
取

り
組

む
か
、

自
分

の
考
え

た
こ

と
を
発

信
す
る

訓
練
を
や
っ
て
ほ
し
い
。
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 ⑫
～

⑭
 

⑫
IT

業
L
社

 
⑬

教
育

業
M

社
 

⑭
印
刷
業

N
社
 

規
模

（
資

本
金

、
従

業
員

数
）

 
 

1
億

～
3
億

円
未

満
 

 
20

～
29

人
 

 
－

 

 
30

～
49

人
 

 
50

億
円
以
上

 

 
5,

00
0
人
以
上
（
連
結
）

 

主
な

事
業

内
容

 
ア

ダ
プ

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
ソ

フ
ト

の
開

発
、

運
用

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

 
中

高
一

貫
校

 
印
刷
事
業

 

１
．

Io
T･

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

・
A

I
等

の
導

入
状

況
 

A
I組

込
の
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の
開
発
･
展
開

 
A

I組
込

の
ア

ダ
プ

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
教

材
の

導
入

 
A

I組
込
の
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
･e

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
提
供

 

 
A

Iに
よ

り
一

人
一

人
に

最
適

化
さ

れ
る

ア
ダ

プ
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

現
し

た
デ

ジ
タ

ル
教

材
を

開
発

・
提

供
し

て
い

る
。

 

 
68

0
以

上
の

塾
、

11
0
校

以
上

の
学

校
で

約
3
万

9
千

人
が

利
用

し
、
低

学
力

層
の

底
上

げ
効

果
で

注
目

さ
れ

て
い

る
。

画
面

に
向

か
う

意
欲

を
維

持
さ

せ

る
た

め
、

先
生

役
の

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

の
対

話
機

能
に

も
A

I
を

採
用

。
B

O
P

事
業

と
し

て
海

外
に

も
展

開
。

 

 
現

時
点

で
は

、
A

Iは
自

然
言

語
の

対
話

に
用

い
る

程
度

で
、
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム

で
カ

バ
ー

し
て

い
る

。
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
必

要
な

ほ
ど

の
要

素
は

な

い
。

た
だ

し
、

ア
ダ

プ
テ

ィ
ブ

に
個

別
対

応
す

る
方

向
は

変
わ

ら
な

い
。

 

 
自

立
学

習
応

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
ア

ダ
プ

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
教
材

を
導
入

し
、
学

力
向

上
、
お

よ
び

部
活

動
と

勉
強

の
両

立
を

図
ろ
う

と
し
て
い
る
（
試

験
的

実
施

を
経

て
、

20
17

年
4
月

か
ら

中
学

全
体

と
高

校
1、

2
年
に
本
格

導
入

）
。

 

 
「

部
活

動
を

通
じ

た
体

験
や

経
験

が
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
を

生
き
抜

く
人
間

力
の

基
礎

を
築

く
」

と
の

考
え

か
ら

、
部

活
動

を
メ
イ

ン
に

し
た
学

校
教
育

を
行

っ
て

お
り

、
部

活
動

の
時

間
を

減
ら

さ
ず

に
学
力

向
上

を
図
る

た
め
、

上
記

教
材

を
導

入
。

 

 
グ

ル
ー

プ
会
社

が
発

行
し
て

き
た

教
科
書

と
い

う
経
営

資
源

を
最
大

限
活
用

し
、
新

ビ
ジ
ネ

ス
を

創
出
す

る
こ

と
を
目

的
に

、
小
学

校
の

公
教
育

に
適
し

た
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
学
習
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
･
展
開
。
厳
密

に
は

A
Iで

は
な
く
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
。

 

 
教

科
書

に
準
じ

た
デ

ジ
タ
ル

ド
リ

ル
を
格

納
し

て
お
り

、
児

童
が
問

題
を
解

く
と
自

動
採
点

さ
れ

、
苦
手

問
題

が
ど
こ

か
を

解
析
。

そ
の

克
服
問

題
が
自

動
配
信

さ
れ
、

各
児

童
に
合

っ
た

問
題
で

苦
手

克
服
へ

導
く

。
児
童

が
目
標

を
立
て

る
機
能

や
、

児
童
の

「
解

き
た
い

！
」

が
続
く

豊
富

な
「
ご

ほ
う
び

ア
ク
シ

ョ
ン
」

が
あ

り
、
や

る
気

を
引
き

出
す

工
夫
を

し
て

い
る
。

ま
た
、

個
々
の
生
徒
の
理
解
度
を
先
生
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
も
特
徴
。

 

 
実
証
実
験
も
全
国
的
に
行
っ
て
お
り
効
果
測
定
も
学
会
で
発
表
。

 

２
．

雇
用

へ
の

影
響

 

（
既
に

生
じ

て
い

る
こ

と
）

 

先
生

の
役

割
の

変
化

、
当

社
教

材
を

使
っ
た

起
業

の
増

加
 

授
業

の
仕

方
が

変
わ

り
、

先
生

の
役

割
の

変
化

が
生

じ
て
い

る
 

授
業
の
仕
方
の
変
化
が
生
じ
て
い
る

 

 
導

入
校

で
は

授
業

の
風

景
が

変
化

し
て
い

る
。

あ
る

学
校

で
は

、
た

っ
た

2

人
の
教

師
で
、

20
0

人
以

上
の

大
教

室
で

学
年

も
科

目
も

進
度

も
違

う
学

生

が
学

ぶ
の

を
担

当
。

ま
た

、
全

国
に

68
0
以

上
あ

る
当

社
教

材
を

活
用

し
た

学
習

塾
の

約
半

分
は

、
講

師
が

い
な

い
個

別
指

導
塾

。
ア

ル
バ

イ
ト

講
師

な

し
に

、
オ

ー
ナ

ー
1
人

で
生

徒
50

人
を
み

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 
導

入
校

で
は

先
生

の
役

割
が

変
化

。
先
生

は
教

え
な

い
。

デ
ジ

タ
ル

教
材

が

ベ
テ

ラ
ン

講
師

の
よ

う
に

個
々

の
生

徒
の

弱
点

を
見

つ
け

出
し

、
ち

ょ
う

ど

良
い

難
易

度
の

問
題

を
出

題
し

て
「

つ
ま

ず
き

」
を

解
消

し
、

生
徒

に
自

信

と
力

を
つ

け
さ

せ
て

い
く

。
一

方
、

先
生

の
主

た
る

役
割

は
、

シ
ス

テ
ム

で

可
視

化
さ

れ
る

一
人

一
人

の
学

習
状

況
を

確
認

し
、

声
を

か
け

た
り

励
ま

し

て
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
上

げ
る

コ
ー

チ
や

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

の
役

割
。

 

 
当

社
教

材
を

使
っ

た
起

業
が

増
え

て
い
る

。
脱

サ
ラ

等
で

学
習

塾
を

起
業

。

起
業

す
る

人
の

層
が

広
が

っ
て

い
る

。
 

 
授

業
の

仕
方

が
変

化
。「

反
転

授
業

」
と

し
て

、
従

来
の
学

校
で
の
学
習
は
家

庭
で

予
習

し
、
学

校
の

授
業

の
90

％
は

知
識

の
定

着
・
応
用

の
た
め
の
グ
ル

ー
プ

学
習

等
を

取
り

入
れ

た
問

題
演

習
に

。
高

大
連
携

の
大

学
教
授

を
招
聘

し
、

テ
ー

マ
ご

と
に

「
正

解
の

な
い

答
え

」
を

ア
ク
テ

ィ
ブ

・
ラ
ー

ニ
ン
グ

に
よ

っ
て

探
し

、
課

題
を

発
見

し
解

決
す

る
力

や
自
己

表
現

力
を
養

う
取
組

も
行

っ
て

い
る

。
 

 
こ

れ
ま

で
の

一
方

向
的

な
講

義
か

ら
双

方
向

的
な

も
の

に
授

業
が

変
わ

っ

た
。
ま

た
、
個

別
学

習
の

度
合

い
が

深
ま

っ
て

い
る

。「
教
材

」
の
支
援
を
受

け
、

個
々

の
生

徒
の

理
解

度
の

デ
ー

タ
に

基
づ

き
ア
ド

バ
イ

ス
等
が

で
き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 
そ

の
結

果
、

先
生

の
役

割
が

変
化

。
知

識
を

教
え

る
こ

と
は

「
教
材

」
が
行

い
、

先
生

の
役

割
は

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ
や

授
業

を
考
え

る
こ
と

の
ウ

ェ
イ

ト
が

高
ま

っ
て

い
る

。
 

 
授

業
の

仕
方
に

変
化

が
生
じ

て
い

る
。
当

社
の

学
習
サ

ー
ビ

ス
に
よ

り
児
童

の
理
解

度
や
家

庭
学

習
の
状

況
が

可
視
化

さ
れ

、
把
握

で
き

る
。
採

点
や
習

熟
度
に

合
っ
た

問
題

の
提
出

を
学

習
サ
ー

ビ
ス

に
任
せ

る
こ

と
で
、

先
生
は

支
援
が

必
要
な

児
童

に
よ
り

向
き

合
う
こ

と
が

で
き
る

。
採

点
作
業

で
昼
食

の
時
間
も
と
れ
ず
に
い
る
先
生
た
ち
を
楽
に
す
る
も
の
。

 

 
学

校
の

授
業
の

あ
り

方
が
、

子
供

が
集
ま

る
場

で
し
か

で
き

な
い
こ

と
、
先

生
が
フ

ァ
シ
リ

テ
ー

ト
す
る

こ
と

で
日
々

高
め

て
い
く

こ
と

に
シ
フ

ト
す
る

の
で
は

な
い
か

。
先

生
に
そ

れ
に

対
応
す

る
時

間
を
ご

提
供

す
る
こ

と
も
当

社
の
学
習
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
で
あ
る
。

 

 
学

習
サ

ー
ビ
ス

は
先

生
を
支

援
す

る
も
の

。
た

だ
し
、

従
来

の
授
業

の
や
り

方
を
捨
て
た
く
な
い
先
生
は
抵
抗
感
を
持
つ
。

 

３
．

雇
用

は
奪

わ
れ

る
か

 

  

教
師

は
な

く
な

ら
な

い
。

役
割

が
変

化
す
る

 
教

師
は

な
く

な
ら

な
い

。
で

き
た

時
間

で
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
に
対
応

 
教
師
が
い
る
こ
と
は
前
提

 

 
導

入
校

に
お

い
て

、
教

師
の

雇
用

が
減
っ

た
り

、
採

用
が

変
わ

っ
た

と
い

っ

た
話

は
聞

い
て

い
な

い
。

 

 
教

師
は

無
く

な
ら

な
い

。
役

割
が

変
わ

る
。
こ

れ
ま

で
の

仕
事

の
一

部
を

A
I

に
任

せ
る

分
、

生
徒

や
保

護
者

対
応

、
塾

経
営

な
ど

に
よ

り
多

く
の

時
間

と

労
力

を
割

け
る

よ
う

に
な

る
。

授
業

も
、「

知
識

を
教

え
る

」
こ

と
は

A
Iに

任
せ

、
生

徒
は

デ
ジ

タ
ル

教
材

で
自

宅
学

習
を

し
、

学
校

で
は

ア
ク

テ
ィ

ブ

ワ
ー

ク
な

ど
高

度
な

授
業

を
取

り
入

れ
、

そ
こ

を
教

師
が

担
当

す
る

等
。

 

 
た

だ
し

、
同

じ
教

科
書

や
ノ

ー
ト

を
何

年
も

使
い

回
す

定
型

的
な

授
業

に
縋

っ
て

い
る

教
師

は
、

継
続

が
困

難
か

も
し

れ
な

い
。

 

 
「

先
生

い
ら

な
く

な
る

ね
」

と
言

う
口

の
悪

い
生

徒
も

い
る

が
、
先

生
が
い

ら
な

く
な

る
こ

と
は

な
い

。
IC

T
は

サ
ブ

の
サ

ブ
。

教
育

は
人
と
人
の
関
わ

り
で

あ
り

、
そ

こ
で

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
を

生
き

抜
く

人
間
力

の
基
礎
を
築
く
。

ポ
イ

ン
ト

は
人

間
力

。
ネ

ッ
ト

の
世

界
だ

け
で

は
出

来
上
が

ら
な
い
。「

教
材
」

を
使

う
こ

と
で

出
来

た
時

間
を

、
人

間
力

を
養

う
時

間
に
充

て
る
こ

と
が
導

入
目

的
。

 

 
教

師
が

な
く
な

る
こ

と
は
な

い
。

教
師
の

指
導

が
あ
っ

て
初

め
て
成

立
す
る

教
科
書

を
ベ
ー

ス
と

し
て
い

る
。

た
と
え

ば
、

か
け
算

と
い

う
概
念

を
教
え

る
の
は

教
師
で

あ
り

、
学
習

サ
ー

ビ
ス
が

担
う

の
は
、

そ
こ

か
ら
先

の
習
得

で
あ
る

。
繰
り

返
し

や
る
こ

と
で

定
着
さ

せ
る

。
ま
た

、
一

定
量
存

在
す
る

「
も
う

一
手
間

か
か

る
子
」

に
学

習
サ
ー

ビ
ス

が
ア
ダ

プ
テ

ィ
ブ
に

対
応
す

る
。

 

 
特

に
小

学
校
の

先
生

に
つ
い

て
は

不
要
に

な
ら

な
い
と

言
わ

れ
て
い

る
（
一

方
、
中
学
、
高
校
は
知
識
を
教
え
る
比
重
が
高
く
な
る
た
め
、

A
Iに

代
替
さ

れ
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
）
。

 

 
一

方
、

当
社
の

学
習

サ
ー
ビ

ス
が

得
意
と

す
る

知
識
の

定
着

（
例
え

ば
、
九
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 ⑫
～

⑭
 

⑫
IT

業
L
社

 
⑬

教
育

業
M

社
 

⑭
印
刷
業

N
社
 

九
の
暗

唱
等
）

に
多

く
の
時

間
を

割
い
て

い
る

先
生
は

不
要

に
な
っ

て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
。

 

４
．

雇
用

は
生

ま
れ

る
か

 
起

業
が

増
加

。
女

性
・

シ
ニ

ア
の

参
加

 
現

時
点

で
は

な
い

（
一

校
単

位
で

は
難

し
い

）
 

現
時
点
で
は
な
い

 

 
当

社
教

材
を

使
っ

た
起

業
が

増
え

て
い
る

。
 

 
東

北
の

被
災

地
で

の
学

習
支

援
、

地
域
の

教
育

格
差

、
途

上
国

の
ス

ラ
ム

に

お
け

る
教

育
な

ど
貧

困
問

題
に

対
し

、「
何

か
し

た
い

が
自

分
は

教
え

ら
れ

な

い
」「

場
所

は
あ

る
」
と

い
う

人
（

女
性

、
シ

ニ
ア

を
含

む
）
が

、
行

動
を

起

こ
す

こ
と

を
可

能
に

し
て

い
る

。
 

 
私

立
学

校
は

ぎ
り

ぎ
り

の
予

算
、

人
数

で
運

営
し

て
お

り
、

教
師
の

雇
用
を

増
や

す
こ

と
は

現
状

で
は

難
し

い
。

 

 
現
時
点
で
は
な
い
。

 

 
今

後
に

つ
い
て

は
、

人
が
担

う
仕

事
が
複

雑
な

部
分
に

な
っ

て
い
く

と
、
そ

こ
で
活

躍
し
て

い
く

こ
と
は

大
変

に
な
る

。
繰

り
返
し

の
仕

事
は
減

り
、
そ

れ
に
よ

っ
て
十

分
な

収
入
を

得
る

こ
と
は

難
し

く
な
る

可
能

性
が
あ

る
。
雇

用
と
し

て
は
、

複
雑

な
部
分

を
担

う
仕
事

が
ど

れ
だ
け

あ
る

か
に
よ

る
。
こ

れ
か
ら
の
雇
用
を
考
え
る
と
、
と
て
も
大
変
そ
う
な
気
が
す
る
。

 

５
．

ど
の

よ
う

な
人

材
が

必
要

か
 

 

必
要

な
能

力
は

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ン

に
求

め
ら
れ

る
能

力
と

同
じ

 
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

へ
の

対
応

 
人
を
モ
チ
ベ
ー
ト
す
る
能
力

 

 
生

徒
一

人
一

人
の

状
況

や
様

子
を

み
て
対

応
で

き
る

力
、

対
人

力
、

対
人

感

受
性

、
答

え
の

な
い

も
の

に
取

り
組

む
力

な
ど

が
必

要
。

 

 
そ

れ
ら

は
一

般
の

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ン

に
必
要

な
力

と
同

じ
で

あ
り

、
実

際
、

起

業
す

る
人

に
は

、
外

資
の

営
業

マ
ン

や
人

事
系

だ
っ

た
人

が
い

る
。

社
会

人

基
礎

力
な

ど
、

21
世

紀
に

必
要

と
さ

れ
る

力
を

自
分

自
身

も
持

つ
こ

と
が

必

要
。

 

 
授

業
の

や
り

方
を

変
え

た
く

な
い

先
生

も
い

る
か

も
し

れ
な

い
が
、「

教
材
」

の
導

入
に

よ
り

生
徒

の
基

礎
学

力
が

定
着

し
、

底
上
げ

が
で

き
た
こ

と
が
数

字
に

表
れ

て
い

る
た

め
、

反
対

し
に

く
い

。
ま

た
、
こ

れ
ま

で
の
一

方
的
な

授
業

で
は

、
生

徒
が

満
足

し
な

く
な

っ
て

い
る
（

不
満

が
出

る
）
。
変
化
は
不

可
逆

的
。

 

 
た

だ
し

、
先

生
た

ち
は

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
訓

練
を
特

に
受
け

た
こ

と
も

な
く

、
自

分
で

努
力

し
な

い
と

い
け

な
い
た

め
大

変
で
あ

る
こ
と

も
事

実
。

従
来

型
の

授
業

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ
ン

グ
の

両
方
に

対
応
し

な
く

て
は

な
ら

ず
、「

ス
ト

レ
ス

」
を

感
じ

て
い

る
と

の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
も

出
て

い
る

。
教

師
の

学
び

の
機

会
が

必
要

だ
が
、

余
裕

が
な
く

難
し
い

の
も

現
状

で
あ

る
。

 

 
今

後
は

先
生
に

求
め

ら
れ
る

能
力

が
違
っ

て
く

る
だ
ろ

う
。

た
と
え

ば
、
人

を
相
手

に
モ
チ

ベ
ー

ト
、
フ

ァ
シ

リ
テ
ー

ト
す

る
能
力

や
、

そ
れ
に

必
要
な

一
人
一

人
の
状

況
を

見
抜
く

社
会

的
知
性

、
あ

る
種
の

創
造

性
な
ど

が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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  ⑮
～

⑰
 

⑮
運

輸
業

O
社

 
⑯

職
業

紹
介

業
P
社

 
⑰
職
業
紹
介
業

Q
社

 

規
模

（
資

本
金

、
従

業
員

数
）

 
 

50
億

円
以

上
 

 
5,

00
0
人

以
上

 

 
3
億

～
10

億
円

未
満

 

 
2,

00
0～

4,
99

9
人

 

 
10

億
～

50
億
円
未
満

 

 
5,

00
0
人
以
上

 

主
な

事
業

内
容

 
旅

客
鉄

道
事

業
 

社
員

募
集

領
域

の
人

材
採

用
広

告
事

業
、

斡
旋

事
業

、
選
考

支
援
事
業

 
社
員
募
集
領
域
の
求
人
メ
デ
ィ
ア
運
営
、
人
材
紹
介
、
人
材
派
遣
等

 

１
．

Io
T･

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

・
A

I
等

の
導

入
状

況
 

設
備

保
全

や
鉄

道
運

行
業

務
へ

の
A

I×
Io

T
活

用
 

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

ス
カ

ウ
ト

ツ
ー

ル
の

提
供

等
 

A
Iに

よ
る
職
業
紹
介
業
務
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

 

 
生

産
年

齢
人

口
20
％

減
（

20
年

後
）
を

見
据

え
、

A
I×

Io
T
に

よ
り

、
オ

ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

人
材

の
不

足
に

対
応

す
る

仕
事

の
仕

組
み

を

作
る

構
想

を
持

ち
、

実
現

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

 
た

と
え

ば
、

車
両

に
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

、
車

両
自

体
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
線

路
設

備
や

電
療

設
備

の
状

態
を

走
行

中
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
、

得
ら

れ

た
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

従
来

の
よ

う
に

人
手

を
か

け
て

定

期
的

に
検

査
を

し
修

繕
等

を
行

う
の

で
は

な
く

、
少

な
い

人
数

で
、
か

つ
個

々

の
機

器
や

設
備

の
状

況
に

応
じ

た
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

修
繕

等
が

で
き

る

よ
う

に
な

る
。

 

 
業

界
動

向
と

し
て

は
、

求
人

企
業

と
求

職
者

を
マ

ッ
チ

ン
グ

さ
せ
る

業
務
の

一
部

に
A

Iを
活

用
す

る
動

き
が

見
ら

れ
る

。
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習

得
さ

せ
た

A
Iが

、
求

職
者
（

求
人

企
業

）
の

条
件

に
照
ら
し
て
最
適
な

企
業

（
求

職
者

）
を

選
び

出
す

仕
組

み
が

構
築

さ
れ
、

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
の

業
務

を
支

援
す

る
よ

う
に

な
る

。
 

 
個

社
で

は
、

顧
客

企
業

向
け

に
、

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

ス
カ

ウ
ト
ツ

ー
ル
を

提
供

し
て

い
る

。
 

 
求
人
企
業
と
求
職
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
業
務
の
一
部
を

A
Iで

代
替
。

 

 
転
職
サ
イ
ト
や
、
ダ
イ
レ
ク
ト
・
ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で

A
Iを

活
用
。

 

 
業
界
全
体
と
し
て

A
I
活
用
が
先
行
し
て
い
る
の
は
採
用
マ
ッ
チ
ン
グ
で
あ

り
、
リ

テ
ン
シ

ョ
ン

防
止
（

離
職

率
低
減

）
が

次
い
で

い
る

。
流
動

性
の
高

い
米
国
で
は
後
者
へ
の
投
資
熱
が
高
い
が
、
日
本
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
。 

 
コ

ー
ル

セ
ン
タ

ー
業

務
へ
の

チ
ャ

ッ
ト
ボ

ッ
ト

の
導
入

は
、

2
年
く

ら
い
の

間
に
実
現
の
見
込
み
。
求
職
者
と
の
や
り
と
り
を

E
メ
ー
ル
か
ら
チ
ャ
ッ
ト

に
置
き
換
え
る
こ
と
も
テ
ス
ト
中
。

 

２
．

雇
用

へ
の

影
響

 

（
既
に

生
じ

て
い

る
こ

と
）

 

人
手

不
足

を
補

っ
て

い
る

 
現

時
点

で
は

な
い

。
 

業
務
を
支
援
し
、
雇
用
の
幅
を
広
げ
て
い
る

 

 
現

状
で

は
影

響
は

生
じ

て
い

な
い

。
 

 
む

し
ろ

少
子

高
齢

化
の

進
展

に
よ

り
、
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス

な
ど

鉄
道

を
支

え
る

人
材

の
確

保
が

今
後

ま
す

ま
す

困
難

に
な

る
見

込
み

で

あ
る

。
そ

の
一

方
で

サ
ー

ビ
ス

の
質

を
上

げ
て

い
か

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
 

 
現

時
点

で
は

な
い

。
 

 
過

去
か

ら
の
膨

大
な

マ
ッ
チ

ン
グ

デ
ー
タ

を
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ

に
蓄
積

、
活
用

す
る
こ

と
で
、

ベ
テ

ラ
ン
の

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
で
な

く
て

も
精
度

の
高
い

マ
ッ
チ

ン
グ
を

行
う

こ
と
が

で
き

る
よ
う

に
な

る
。
だ

が
、

現
段
階

で
は
あ

く
ま
で

も
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
の

仕
事
を

支
援

す
る
ツ

ー
ル

で
あ
り

、
人
の

役
割
を
代
替
す
る
も
の
で
は
な
い
。

 

３
．

雇
用

は
奪

わ
れ

る
か

 

  

単
純

作
業

は
置

き
換

え
が

進
む

 
雇

用
量

に
大

き
な

影
響

は
な

い
の

で
は

な
い

か
。

 
完
全
代
替
は
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

 

 
鉄

道
の

使
命

は
、

多
く

の
お

客
さ

ま
を
ダ

イ
ヤ

通
り

に
お

運
び

す
る

こ
と

で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

鉄
道

の
仕

事
で

は
、

普
段

は
き

ち
ん

と
運

用
す

る
こ

と

が
大

事
で

あ
る

。
だ

が
、「

き
ち

ん
と

運
用

す
る

」
仕

事
は

、
Io

T・
A

I時
代

に
は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
や

っ
て

く
れ

る
。

基
準

に
従

っ
て

正
確

に
行

う
仕

事

や
単

純
な

作
業

は
置

き
換

え
が

進
む

だ
ろ

う
。

き
っ

ぷ
を

お
売

り
す

る
だ

け

の
仕

事
や

、
基

準
に

従
っ

た
部

品
交

換
、

信
号

に
従

っ
て

電
車

を
動

か
す

仕

事
な

ど
は

変
わ

っ
て

い
く

。
 

 
こ

れ
ら

は
「

仕
事

を
奪

う
」
も

の
で

は
な

く
人

手
不

足
を

補
う

も
の

で
あ

る
。 

 
事

故
や

ト
ラ

ブ
ル

で
列

車
が

止
ま

っ
た
際

に
ど

う
や

っ
て

ダ
イ

ヤ
を

回
復

さ

せ
る

か
は

、
現

在
は

ほ
ぼ

人
が

判
断

し
て

い
る

。
対

応
に

際
し

て
は

、
止

ま

っ
た

列
車

の
運

転
再

開
、

乗
客

を
乗

せ
た

ま
ま

駅
間

で
止

ま
っ

た
列

車
の

次

の
駅

へ
の

移
動

、
乗

務
員

手
配

、
車

両
手

配
等

に
つ

い
て

、
優

先
順

位
を

決

め
て

対
処

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

今
後

は
、

優
先

順
位

を
決

め
れ

ば
、

最

適
化

の
作

業
は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
す

る
よ

う
に

な
る

が
、

優
先

順
位

を
決

め

る
の

は
人

の
役

割
で

あ
り

、
仕

事
の

主
流

に
な

る
。

 

 
雇

用
量

に
関

し
て

は
、
大

き
な

影
響

は
な

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え
て
い
る
。 

 
自

分
た

ち
の

生
活

を
振

り
返

っ
て

も
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
本

来
の
目

的
は
、

人
間

の
能

力
拡

張
で

あ
り

、
例

え
ば

、
ス

マ
ー

ト
フ
ォ

ン
が

登
場
し

た
今
、

我
々

の
仕

事
が

減
る

ば
か

り
か

、
む

し
ろ

増
え

て
い
る

よ
う

に
感
じ
る
。

 

 
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

（
説

明
責

任
）

は
最

後
ま

で
人

間
が

担
う
べ

き
で
あ

り
、

人
の

役
割

は
残

る
も

の
と

考
え

て
い

る
。

 

 
5
年
後
・

10
年
後
に

A
Iが

ど
こ
ま
で
進
化
し
て
い
る
か
に
よ
る
が
、
人
の
支

援
は
で
き
て
も
、
完
全
代
替
す
る
よ
う
に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

 

 
理

論
的

に
は
、

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
完

結
に
し

た
り

、
ノ
ウ

ハ
ウ

が
な
く

人
当
た

り
が
よ
い
だ
け
の
人
が
、
「

A
I
が
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
」
と
い
っ
て
最
適
な

マ
ッ
チ

ン
グ
の

結
果

を
提
示

す
る

こ
と
は

で
き

る
。
だ

が
、

そ
れ
で

求
職
者

や
求
人

者
が
納

得
す

る
か
は

疑
問

。
業
種

に
よ

っ
て
は

可
能

か
も
し

れ
な
い

が
、
顧

客
が
サ

ー
ビ

ス
提
供

者
に

、
人
な

ら
で

は
の
安

心
感

や
信
頼

感
を
求

め
る
業
種
や
仕
事
で
は
、
人
を

A
Iで

代
替
す
る
の
は
難
し
い
気
が
す
る
。

 

４
．

雇
用

は
生

ま
れ

る
か

 
人

に
し

か
で

き
な

い
仕

事
（

個
々

に
応

じ
た

接
客

等
）

を
行

う
よ

う
に

な
る

 
あ

ら
ゆ

る
仕

事
の

領
域

で
雇

用
は

生
ま

れ
る

。
 

雇
用
の
幅
が
広
が
る

 

 
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
で

で
き

る
仕

事
は

置
き
換

え
が

進
む

一
方

、
人

に
し

か
で

き

な
い

よ
り

創
造

的
で

高
度

な
業

務
を

人
が

行
う

よ
う

に
な

る
。

た
と

え
ば

、

個
々

の
お

客
さ

ま
に

応
じ

た
接

客
や

サ
ー

ビ
ス

等
、

新
し

い
価

値
を

創
り

だ

 
業

界
動

向
と

し
て

は
、

A
Iを

活
用

し
た

あ
ら

ゆ
る

仕
事

の
領

域
で
雇
用
は
生

ま
れ

る
と

思
わ

れ
る

。
 

 
A

Iが
支
援
す
る
こ
と
で
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
人
の
雇
用
の
幅
が
広
が
る
。
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 ⑮
～

⑰
 

⑮
運

輸
業

O
社

 
⑯

職
業

紹
介

業
P
社

 
⑰
職
業
紹
介
業

Q
社

 

す
業

務
で

あ
る

。
 

５
．

ど
の

よ
う

な
人

材
が

必
要

か
 

 

前
例

に
と

ら
わ

れ
ず

新
し

い
こ

と
を

考
え
ら

れ
る

人
 

目
標

設
定

で
き

る
力

、
責

任
説

明
、

洞
察

力
。

 
A

Iベ
ン
ダ
ー
と
の
接
続
力
を
高
め
る
人
材
、
内
容
を
評
価
で
き
る
人
材

 

 
前

例
に

と
ら

わ
れ

ず
、

新
し

い
こ

と
を
考

え
ら

れ
る

人
が

求
め

ら
れ

る
の

で

は
な

い
か

。
今

ま
で

は
、

基
準

に
従

っ
て

行
う

、
い

わ
ば

余
計

な
こ

と
を

考

え
な

い
人

の
方

が
良

か
っ

た
。

だ
が

、
こ

れ
か

ら
は

他
の

領
域

と
の

間
に

あ

る
壁

を
打

破
で

き
る

人
、

そ
し

て
、

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
を

考
え

る
人

が
必

要

で
あ

る
。

 

 
そ

の
際

に
は

Io
T
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
A

I等
が

ベ
ー

ス
に

な
る

の
で

、
そ

れ

ら
に

強
い

人
材

も
必

要
だ

が
、

全
員

が
そ

う
で

な
く

と
も

良
い

。
ま

た
、

そ

う
し

た
知

見
を

持
つ

人
材

は
、

社
外

に
た

く
さ

ん
い

る
た

め
、

必
ず

し
も

全

員
自

前
で

な
く

と
も

よ
い

だ
ろ

う
。

 

 
今

後
ど

う
い

っ
た

人
を

採
用

す
る

か
は

こ
れ

か
ら

の
検

討
。

難
し

い
課

題
で

あ
る

。
 

 
新

た
に

必
要

と
な

る
ス

キ
ル

は
、
「

G
A

I」
（

G
en

er
al

 A
rti

fic
ia

l I
nt

el
lig

en
ce

＝
汎

用
人

口
知

能
）

に
置

き
換

え
に

く
い

と
さ

れ
る

力
に
限

り
な
く

近
い
。

具
体

的
に

は
「

G
A

I」
。

目
的

を
自

ら
設

定
し

（
G

oa
l 

se
tti

ng
）
、

想
定

外
の

ト
ラ

ブ
ル

に
対

す
る

説
明

責
任

や
結

果
責

任
を

引
き

受
け

（
A

cc
ou

nt
ab

ili
ty
）
、
人

と
の

関
係

を
お

も
ん

ぱ
か

る
洞

察
力
（

In
si

gh
t）

を

備
え

て
い

る
こ

と
で

あ
る

。
 

 
A

Iベ
ン
ダ
ー
と
の
接
続
力
を
高
め
る
人
材
、
内
容
を
評
価
で
き
る
人
材
が
必

要
で
あ
る
。

 

   
 

81



82
 

  ⑱
～

⑲
 

⑱
専

門
サ

ー
ビ

ス
業

R
社

 
⑲

小
売

業
S
社

 

規
模

（
資

本
金

、
従

業
員

数
）

 
 
－

 

 
－

 

 
50

億
円

以
上

 

 
5,

00
0
人

以
上

（
連

結
）

 

主
な

事
業

内
容

 
監

査
・

保
証

業
務

、
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

業
務

 
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
の

フ
ラ

ン
チ

ャ
イ

ズ
チ

ェ
ー

ン
展

開
 

１
．

Io
T･

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

・
A

I
等

の
導

入
状

況
 

監
査

業
務

へ
の

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

分
析

活
用

 
店

舗
に

お
け

る
商

品
発

注
へ

の
A

I活
用

 

 
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
分

析
に

よ
る

監
査

作
業
の

品
質

向
上

・
効

率
化

へ
の

取
り

組

み
が

進
ん

で
い

る
。

企
業

が
記

録
・

管
理

す
る

財
務

お
よ

び
非

財
務

デ
ー

タ

の
中

か
ら

、
対

象
と

な
る

全
て

の
取

引
に

つ
い

て
デ

ー
タ

間
の

関
係

性
を

分

析
し

、
異

常
が

な
い

か
を

検
証

。
 

 
IT

技
術

の
発

展
と

共
に

、
企

業
監

査
の

業
務

工
程

の
増

大
と

人
手

不
足

、
そ

こ
か

ら
来

る
若

手
へ

の
し

わ
寄

せ
も

背
景

と
し

て
、

A
Iの

活
用

も
検

討
中

。

同
じ

会
計

事
務

所
グ

ル
ー

プ
の

米
国

法
人

で
は

、
コ

グ
ニ

テ
ィ

ブ
技

術
の

監

査
業

務
へ

の
導

入
を

検
討

中
。
日

本
で

も
、
同

社
内

の
専

門
部

署
が

A
I導

入

研
究

を
進

め
て

い
る

。
 

 
各

店
舗

の
収

益
力

強
化

の
切

り
札

と
し

て
A

I活
用

に
期

待
。

20
15

年
10

月

か
ら

他
社

に
先

駆
け

て
、

お
に

ぎ
り

や
弁

当
な

ど
店

舗
で
の

商
品
発

注
に
、

全
店

で
A

Iを
導

入
。
天

候
、
店

の
立

地
、
共
通

ポ
イ
ン

ト
制

度
で
得
ら
れ
た

顧
客

デ
ー

タ
等

を
元

に
、

仕
入

れ
る

べ
き

商
品

と
そ

の
数
量

が
自
動

的
に
店

舗
管

理
者

に
提

示
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 
店

舗
の

商
品

発
注

は
各

店
舗

の
判

断
で

行
っ

て
お

り
、

こ
れ

ま
で
は

経
験
と

勘
が

頼
り

だ
っ

た
。
こ

れ
に

、
デ

ー
タ

に
基

づ
く

A
Iの

判
断
を
導
入
す
る
こ

と
で

、
商

品
の

売
り

切
れ

と
売

れ
残

り
を

防
ぐ

こ
と

が
ね

ら
い
で
あ
る
。

 

 
複

数
の

シ
ス

テ
ム

で
A

Iを
活

用
。
発

注
や

需
要

予
測

に
も

A
Iを

活
用
し
て

い
る

。
画

像
や

セ
ン

サ
ー

に
よ

る
デ

ー
タ

の
分

析
に

も
A

I
を
活
用
し
て
お

り
、

お
客

様
や

ク
ル

ー
が

店
内

で
ど

の
よ

う
に

動
い

て
い
る

か
も
分

析
し
て

い
る

。
 

 
自

社
で

も
A

Iを
開

発
し

て
お

り
、
デ

ー
タ
サ

イ
エ

ン
テ
ィ

ス
ト
な
ど
の
中
途

採
用

に
力

を
入

れ
て

い
る

。
 

２
．

雇
用

へ
の

影
響

 

（
既
に

生
じ

て
い

る
こ

と
）

 

デ
ー

タ
系

人
材

が
増

加
 

人
手

不
足

を
補

っ
て

い
る

 

 
人

手
不

足
か

ら
A

I活
用

を
検

討
し

て
い

る
面

も
あ

り
、
少

な
く

と
も

短
期

的

に
は

A
I導

入
に

よ
り

人
員

が
減

る
こ

と
は

な
い

。
こ

こ
数

年
、
会

計
士

の
資

格
を

持
た

な
い

監
査

補
助

者
を

増
員

し
、

有
資

格
者

で
な

く
と

も
で

き
る

仕

事
を

切
り

出
し

、
会

計
士

の
負

担
減

を
図

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
 

 
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

か
ら

デ
ー

タ
処

理
を

行
う

人
ま

で
、

デ
ー

タ
系

人
材

の
採

用
を

増
や

し
て

い
る

。
顧

客
企

業
の

IT
シ

ス
テ

ム
の

内
部

統
制

を

検
証

す
る

部
署

で
あ

る
IT

監
査

部
が

、
デ

ー
タ

分
析

も
担

当
し

つ
つ

あ
る

。
 

 
一

定
の

職
階

の
会

計
士

全
員

に
デ

ー
タ
分

析
の

操
作

を
伴

う
研

修
を

受
け

さ

せ
て

い
る

。
今

後
、

受
講

対
象

者
を

広
げ

る
予

定
。

ま
た

、
一

部
に

は
統

計

学
も

学
ば

せ
て

い
る

。
 

 
会

計
士

の
み

で
監

査
業

務
が

で
き

た
時
代

が
終

わ
り

つ
つ

あ
る

。
仕

事
が

専

門
化

し
、

IT
監

査
の

専
門

家
、
デ

ー
タ
分

析
の

専
門

家
と

分
業

す
る

よ
う

に

な
っ

て
い

る
。
か

つ
て

は
会

計
士

が
監

査
業

務
の

全
て

を
担

っ
て

い
た

の
が

、

IT
監

査
の

専
門

家
が

担
当

す
る

領
域

が
増

加
し

て
お

り
、
今

後
、
会

計
士

の

資
格

を
持

た
な

い
監

査
補

助
者

が
担

当
す

る
領

域
、

デ
ー

タ
分

析
の

専
門

家

が
担

当
す

る
領

域
が

増
加

し
て

い
く

見
込

み
で

あ
る

。
 

 
今

は
人

手
不

足
の

状
況

に
あ

り
、

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

生
産

性
向
上

を
目
的

に
導

入
し

て
い

る
。

サ
ー

ビ
ス

業
は

他
業

種
に

比
べ
生

産
性

が
低
く

、
こ
こ

を
改

善
し

た
い

。
 

３
．

雇
用

は
奪

わ
れ

る
か

 

 

会
計

士
が

担
当

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
監
査

の
業

務
は

減
る

が
、
雇

用
が

減
る

か
は

別
 

人
が

や
る

べ
き

仕
事

が
峻

別
さ

れ
る
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～

⑲
 

⑱
専

門
サ

ー
ビ

ス
業

R
社

 
⑲

小
売

業
S
社

 

 
 
会

計
士

の
業

務
の

う
ち

、
資

格
を

持
た

な
い

監
査

補
助

者
に

切
り

出
し

て
い

る
仕

事
は

、
今

後
あ

る
程

度
ま

で
増

え
る

が
、
そ

の
後

は
A

Iや
ロ

ボ
ッ

ト
に

代
替

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
（

会
計

士
→

無
資

格
者

→
A

I・
ロ

ボ
ッ

ト
へ

）
。

 

 
単

純
な

監
査

の
業

務
は

、
A

Iや
ロ

ボ
ッ

ト
に

置
き

換
わ

る
か

も
し

れ
な

い
。

た
だ

、
監

査
の

業
務

は
減

っ
て

も
、

会
計

士
は

な
く

な
ら

な
い

。
高

度
な

監

査
（

判
断

）
の

業
務

や
監

査
以

外
の

業
務

の
ウ

ェ
イ

ト
が

高
ま

る
だ

ろ
う

。
 

 
監

査
の

業
務

に
は

、
被

監
査

会
社

の
状

況
に

応
じ

て
判

断
を

伴
う

部
分

が
あ

る
。
そ

こ
は

A
I等

に
は

置
き

換
え

ら
れ

ず
、
人

間
が

判
断

す
る

必
要

が
あ

る
。

A
Iは

あ
く

ま
で

人
間

の
判

断
の

サ
ポ

ー
ト

で
あ

り
、
人

の
判

断
に

基
づ

く
部

分
は

完
全

に
は

置
き

換
わ

ら
な

い
だ

ろ
う

。
 

 
但

し
、

監
査

を
行

う
に

当
た

り
、

統
計

学
や

分
析

ス
キ

ル
は

必
須

に
な

る
か

も
し

れ
な

い
。

 

 
商

品
発

注
へ

の
A

I活
用

は
、
発

注
に

伴
う

労
力

の
削
減

、
人
件
費
の
抑
制
に

も
つ

な
が

る
。
コ

ン
ビ

ニ
の

店
舗

の
商

品
は

お
よ

そ
3,

00
0
種
類
に
も
及
び
、

商
品

の
発

注
に

2
時

間
以

上
か

か
る

。
中

に
は

発
注
に

8
時
間
を
か
け
て
い

る
店

舗
も

あ
る

が
、

A
I
を

導
入

す
る

こ
と

で
15

分
程

度
に

短
縮
す
る
こ
と

も
可

能
だ

と
試

算
し

て
い

る
。

人
が

や
る

べ
き

仕
事
と

機
械

が
や
る

べ
き
仕

事
は

峻
別

さ
れ

て
い

く
。

 

 
雇

用
の

総
量

も
で

き
る

だ
け

減
ら

そ
う

と
し

て
い

る
が

、
だ

か
ら
と

い
っ
て

無
人

店
舗

に
す

る
わ

け
で

は
な

い
（

コ
ン

ビ
ニ

店
舗
に

は
、

物
販
以

外
に
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
拠

点
と

し
て

の
役

割
も

求
め
ら

れ
る

よ
う
に

な
っ
て

い
る

）
。

 

４
．

雇
用

は
生

ま
れ

る
か

 
デ

ー
タ

系
人

材
が

短
期

的
に

は
増

加
 

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
進

歩
に

合
わ

せ
や

る
べ

き
仕

事
を

つ
く
る

 

 
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

か
ら

デ
ー
タ

処
理

す
る

人
ま

で
、

デ
ー

タ
系

人

材
の

採
用

を
増

や
し

て
い

る
。

今
後

も
人

員
を

増
強

し
て

い
く

予
定

。
 

 
今

あ
る

仕
事

し
か

見
え

て
い

な
い

と
、
「

A
I
の

導
入
で

仕
事

が
な
く
な
る
」

と
い

う
発

想
に

な
り

が
ち

だ
が

、
20

30
年

に
は

仕
事

の
中

身
は
大
き
く
変
わ

っ
て

い
く

。
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
が

進
歩

す
れ

ば
、

新
し

く
や
る

べ
き
仕

事
を
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
に

な
る

。
 

 
A

Iが
進

歩
す

る
こ

と
で

、
人

が
接

客
と

い
う

最
も

重
要

な
仕

事
に
注
力
で
き

る
。

た
と

え
ば

、
レ

ジ
打

ち
か

ら
開

放
さ

れ
れ

ば
、

も
っ
と

人
を
呼

び
込
む

仕
事

に
回

る
こ

と
が

で
き

る
。

シ
ス

テ
ム

を
デ

ジ
タ

ル
化
し

て
シ
ン

プ
ル
に

す
る

こ
と

で
、

人
を

も
っ

と
接

客
に

注
力

で
き

る
よ

う
に

し
た
い
。

 

 
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

力
を

借
り

て
、

む
し

ろ
高

齢
者

が
働

け
る

職
場
を

つ
く
っ

て
い

き
た

い
。

 

５
．

ど
の

よ
う

な
人

材
が

必
要

か
 

 

デ
ー

タ
分

析
が

分
か

る
、

A
Iの

仕
組

み
が

最
低

限
分

か
る

会
計

士
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

が
変

化
 

 
従

来
は

必
要

な
知

識
・
ス

キ
ル

と
い

え
ば

簿
記

、
会

計
、
監

査
理

論
だ

っ
た

。

だ
が

、
今

後
は

、
会

計
士

に
も

一
定

の
デ

ー
タ

分
析

や
統

計
学

の
知

識
が

必

要
に

な
る

。
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

の
よ

う
な

能
力

は
い

ら
な

い
が

、

彼
ら

が
出

し
た

結
果

を
読

ん
で

評
価

で
き

る
程

度
の

知
識

は
必

要
。

 

 
高

度
な

判
断

が
で

き
る

力
。

そ
れ

に
は
経

験
と

勘
が

必
要

で
、

キ
ャ

リ
ア

を

積
む

中
で

身
に

つ
く

。
そ

う
な

る
と

経
験

の
あ

る
会

計
士

は
残

る
が

、
若

い

会
計

士
の

仕
事

が
な

く
な

る
こ

と
に

な
り

、
ど

う
育

成
す

る
か

が
課

題
。

A
I

に
支

援
さ

せ
、

若
い

う
ち

か
ら

高
度

な
判

断
を

す
る

経
験

が
積

め
る

よ
う

に

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
中

高
年

に
対

す
る

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
は

必
要

で
あ

り
、

国
も

支
援
す
べ
き
。

 

 
「

こ
れ

し
か

で
き

ま
せ

ん
」

と
い

う
人

は
苦

し
い

時
代

に
な

る
。

 

 
雇

用
は

流
動

化
す

る
の

で
、

魅
力

的
な

場
を

提
供

で
き

な
い

企
業
は

人
材
獲

得
に

苦
戦

す
る

。
 

 
兼

業
や

副
業

も
当

た
り

前
と

な
る

だ
ろ

う
が

、
転

職
を

奨
励

す
る
に

は
、
終

身
雇

用
を

前
提

と
し

た
枠

組
み

を
変

え
る

必
要

が
あ
る

。
 

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
や

り
方

が
も

の
す

ご
く

変
化

し
つ

つ
あ
る

。
個
人

は
こ

う
い

う
こ

と
を

理
解

し
て

、
社

会
に

参
加

す
る
必

要
が

あ
る
。
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